
葬儀保険
保険金額は定額

加入審査が簡単
告知だけの手続きで医師の診察を受けていただく必要はありません。

80歳10ヶ月まで加入できます
一年ごとの更新あり、保障は最高99歳まで

万が一、保険の対象となる方がお亡くなりになられた場合、
加入期間の年月に関係なく死亡保険金が支払われます。

積 立
一切不要

1

2

3

られた場合、千の風
の特徴

月々の保険料

1,000円で
50万円の
定額保障

※
わずか

安心の定額保障プラン

いつかは必ず訪れる「もしもの備え」

※50歳から69歳までの方の場合
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今
か
ら
２
６
０
年
前
、
私
た
ち

の
祖
先
で
あ
る
薩
摩
藩
の
人
々
が
、

多
く
の
犠
牲
を
払
い
な
が
ら
も
成

功
さ
せ
た
奇
跡
の
大
工
事
が
あ
っ

た
こ
と
を
皆
さ
ん
は
ご
存
知
で
す

か
。そ

の
場
所
は
鹿
児
島
か
ら
１
０

０
０
㌔
ほ
ど
離
れ
た
岐
阜
、
愛

知
、
三
重
の
３
県
に
ま
た
が
る
木

曽
、
長
良
、
揖い

斐び

の
三さ

ん

川せ
ん

（
通
称
：

木
曽
三
川
）
流
域
。
相
次
ぐ
洪
水

を
防
ぐ
た
め
に
徳
川
幕
府
が
命
じ

た
の
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
大
規

模
な
治
水
（
洪
水
な
ど
の
水
害
か

ら
命
や
財
産
を
守
る
た
め
に
行
う

事
業
）
工
事
で
し
た
。
当
時
の
技

術
で
は
不
可
能
と
も
思
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
約
１
０
０
０
人
の
薩

摩
藩
の
人
々
は
決
し
て
諦
め
な
い

“
薩
摩
隼
人
魂
”
で
、
１
年
３
か

月
か
け
て
難
工
事
を
成
功
さ
せ
た

の
で
す
。

堤
防
の
整
備
や
河
川
の
締
め
切

り
な
ど
が
行
わ
れ
た
こ
の
工
事
は
、

宝ほ
う

暦れ
き

の
時
代
の
治
水
工
事
だ
っ
た

こ
と
か
ら
「
宝
暦
治
水
」
と
い
わ

れ
ま
し
た
。

薩
摩
義
士
が
つ
な
ぐ
交
流

そ
ん
な
薩
摩
藩
の
人
々
を
、
現

地
の
人
々
は
感
謝
の
気
持
ち
を
込

め
て
「
薩
摩
義
士
」
と
呼
び
、
恩

祖
先
の
こ
と
を
学
び
、
歴
史
を
伝

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

感
じ
ま
し
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

海
津
の
人
々
の
報
恩
感
謝
の
思

い
が
国
分
の
人
々
の
胸
を
打
ち
、

両
市
町
の
青
年
団
は
昭
和
45
年
９

月
に
兄
弟
姉
妹
青
年
団
盟
約
を
締

結
。“
海
津
さ
つ
ま
会
”
と
“
国

分
さ
つ
ま
会
”
を
立
ち
上
げ
ま
す
。

そ
れ
に
続
き
、
同
年
11
月
、「
報

恩
感
謝
」
と
旧
国
分
市
が
道
義
心

を
高
め
る
た
め
に
掲
げ
て
い
た

「
道
義
高
揚
」
に
は
共
通
す
る
心

が
あ
る
と
、
両
市
町
も
姉
妹
都
市

盟
約
を
結
び
ま
し
た
。

平
成
18
年
に
は
海
津
市
、
霧
島

市
と
し
て
再
度
、
姉
妹
都
市
盟
約

を
締
結
。
中
高
生
の
交
流
や
薩
摩

義
士
の
歴
史
研
究
・
普
及
活
動
な

ど
を
続
け
て
い
ま
す
。

に
報
い
て
感
謝
す
る「
報
恩
感
謝
」

の
気
持
ち
を
持
ち
続
け
て
き
ま
し

た
。
一
方
、
鹿
児
島
県
で
そ
の
歴

史
を
知
る
人
は
ご
く
一
部
。
歴
史

は
埋
も
れ
か
け
て
い
ま
し
た
。

昭
和
42
年
か
ら
岐
阜
県
海
津
市

（
旧
海
津
町
）
と
交
流
を
続
け
る

国
分
さ
つ
ま
会
会
長
の
道ど

う

場ば

勝
さ

ん
（
70
）
も
「
初
め
て
海
津
を
訪

問
し
た
と
き
は
薩
摩
義
士
と
い
う

言
葉
も
知
ら
な
か
っ
た
」
と
話
し

ま
す
。「
薩
摩
義
士
の
歴
史
を
知

り
感
銘
を
受
け
た
当
時
の
国
分
市

議
会
議
長
の
発
案
で
、
両
市
町
の

青
年
団
が
交
流
す
る
こ
と
に
な
り
、

よ
く
分
か
ら
な
い
ま
ま
参
加
し
ま

し
た
」。

胸
打
つ「
報
恩
感
謝
」の
思
い

「
初
訪
問
の
際
、
鹿
児
島
か
ら

来
た
と
話
す
と
、
手
を
合
わ
せ

て
“
あ
り
が
と
う
”
と
お
礼
を
言

わ
れ
る
方
が
い
て
、
本
当
に
驚
き

ま
し
た
。
海
津
町
長
か
ら
も
“
薩

摩
様
”
と
厚
い
も
て
な
し
を
受
け
、

胸
を
打
た
れ
た
こ
と
を
今
で
も
よ

く
覚
え
て
い
ま
す
。
自
分
た
ち
の

国分さつま会
道場 勝さん（70）

世
紀
の
大
工
事
を
成
し
遂
げ
た

薩
摩
義
士
を
知
っ
て
い
ま
す
か

過去の人々の暮らしが、層のように幾重にも重なり、
歴史は作られていきます。
みんなが知っている歴史、誰も知らない歴史。
私たちは歴史の上に立っています。
今年は薩摩義士の宝暦治水から260年の記念の年。
薩摩義士の思いやあなたの周りの歴史から、
見えてくるものがあります。

難工事に挑む薩摩義士を描いた挿し絵（財
団法人鹿児島県育英財団『薩摩義士』より）

（写真：海津市商工観光課提供）

木 曽三川（岐阜県、愛知県、三重県に
またがる木曽川、長良川、揖

い
斐
び
川）

の下流域は海抜０㍍以下の土地がほとん
どで、頻繁に起こる洪水に人々は困り果
てていました。
宝暦３（1753）年、徳川幕府はこの工

事を薩摩藩に命じます。天降川川筋直し
など土木工事の技術が高かったこと、幕
府を脅かす存在になりそうな薩摩藩の力
をそぎたかったことが、距離的にも非常
に遠い薩摩藩が選ばれた理由だといわれ

ています。
翌宝暦４（1754）年、家老の平田靱

ゆき
負
え

を総奉行に約1,000人の薩摩藩の人々が
治水工事に取り掛かります。経験したこ
とのない水の流れに、工事は予想以上の
困難を極めました。工事をしては、また

洪水被害の繰り返し。途中、赤痢などの
病気がはやって多くの人が死亡。工事が
うまくいかないことへの罪責感や幕府へ
の抗議から自害した人もいたといい、90
余名もの犠牲を出しました。
１年３か月かけて工事は完了しますが、

薩摩藩が受けた人的被害と、藩で使う２
年分のお金を費やした財政的損害は大き
く、薩摩の農民たちの負担も大変なもの
でした。工事の検査が終わった３日後、
平田靱負は鹿児島から遠く離れた岐阜の

地で命を終えます。（多くの犠牲者と借金
の責任を取るための自害という説と病死と
いう説有り）
宝暦治水に関する資料は少なく、その後

工事のことはあまり語られませんでした。
明治時代後半になると、恩に報いて感謝す
る“報恩感謝”の気持ちを持った木曽三川
周辺の人々から薩摩義士顕彰の動きが湧き
上がり、薩摩藩の人々を称えて「薩摩義士」
と呼ぶようになります。その心が、遠い鹿
児島県にも伝わってきたのです。

10km

宝暦治水の主な工事場所
●❶ �大

おお
榑
ぐれ
川
がわ
洗
あらい
堰
ぜき
（水の勢いを緩和す

るため長良川の支流である大榑
川の入口に造られた）

❷ �逆
ぎゃく
川
がわ
洗堰（木曽川の水が長良川

に流れ込まないように造られた）
❸ �油

あぶら
島
じま
締切（長良川と揖斐川の流

れを分けるために約１kmの堤防
が造られた。最大の難工事。現
在の千本松原）

※�洗堰＝堤防より少し低い堰。水かさ
が増すとその上を水があふれて流れ
るようにしたもの。

揖い

斐び

川

長
良
川

木曽
川

大榑川
●❶

●❷

●❸

油島

大牧

愛知県

岐阜県

三重県

海
津
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薩摩義士の功績を伝えたい
霧島市から宝暦治水に参加した藩士はいないと

思われていましたが、平成３年、「住吉墓地に薩摩
義士の墓がある」という新聞記事が出て、当時隼
人町教育委員会で働いていた私はすぐに調査を始
めました。薩摩義士、山元八兵衛が実在したこと
が分かったときは感動しました。今では毎年、彼
の命日である 11月 21 日に慰霊祭をしています。
平成21年には溝辺町にも井手上渡右衛門という薩
摩義士がいたと判明。これからも歴史研究を続け、
薩摩義士の功績を多くの人に伝えていきたいです。

霧島では習わなかった歴史
今年8月、市が行っている姉妹都市交流で海津

市へ行きました。これが2度目の訪問。初めて行っ
た中学 2年のときは、薩摩義士の歴史を何も知ら
ないまま、旅行気分で参加しました。海津の中学
生はみんな薩摩義士を知っていて驚きました。今
回はもっと詳しく知りたくて勉強して参加。改め
て木曽三川地域の人々のために命をかけた薩摩義
士に感動し、自分たちの祖先であることを誇りに
思いました。この歴史を霧島市の高校生にも伝え
たくて、学校の弁論大会で発表するつもりです。

薩
摩
義
士
へ
の
思
い
を

受
け
継
ぐ
ま
ち
、海
津
市

❶治水神社（海津市）
平田靱負を祭神とする神社。隣接する観
音堂には薩摩義士の位牌が安置される。

❷油
あぶら

島
じ ま

千本松締
し め

切
き り

堤
て い

（海津市）
通称「千本松原」。宝暦治水工事で築いた
揖斐川、長良川の背割堤約１kmに、およ
そ1,000本の松の並木が続く。工事の後、
薩摩から取り寄せて植えたと伝えられ、昭
和15年には国の史跡に指定された。

❸宝暦治水之碑（海津市）
宝暦治水顕彰のため地元有志の尽力によ
り、明治33年に建立された。裏に宝暦治
水の犠牲者の名が刻んである。

❹海蔵寺（海津市に隣接する三重県桑名市）
薩摩義士24人の墓がある。霧島市にゆか
りがあるとされる山元八兵衛、井手上渡
右衛門の墓も。

❺木曽三川公園タワー（海津市）
ここから海津市内を含む濃尾平野と雄大
な木曽三川が一望できる。

❻平田靭負翁の銅像（海津市）
旧平田町（現海津市）は、平田靭負の名か
ら命名された。平成7年に平田町誕生40
周年を記念して輪

わ

中
じゅう

公園（現在の平田公
園）に建立。

❼水屋（海津市）
河川が氾濫したときの避難場所として、母
屋に隣接して建てられた。土盛りをして石
垣を組み、高い場所に造られた建物には
食糧や生活用具が備えられ、水が引くま
での間の生活の場となった。

❽本
ほ ん

阿
な

弥
み

新
し ん

田
で ん

助
じ ょ

命
め い

壇
だ ん

（海津市）
地主が水屋を持たない小作人のために
造った助命壇（洪水時の協同非難場所）で、
近隣では唯一現存する。

霧
島
市
と
海
津
市
は
交
流
を
よ

り
深
め
よ
う
と
、
１
年
間
職
員
を

相
互
に
派
遣
す
る
人
事
交
流
を
平

成
20
年
度
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
４
月
か
ら
霧
島
市
観
光
課
で

勤
務
す
る
海
津
市
職
員
の
高
田
園

子
さ
ん（
27
）に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

教
育
・
生
活
の
中
に
薩
摩
義
士

「
岐
阜
県
で
は
、
み
ん
な
薩
摩

義
士
の
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
。

私
が
育
っ
た
旧
海
津
町
で
は
小
学

校
高
学
年
に
な
る
と
宝
暦
治
水
工

事
の
こ
と
を
学
び
、
遠
足
で
は
治

水
神
社
や
千
本
松
原
、
木
曽
三
川

公
園
な
ど
関
係
の
場
所
へ
行
き
ま

す
。
宝
暦
治
水
と
薩
摩
義
士
に
ゆ

か
り
の
あ
る
場
所
が
観
光
地
に
も

な
っ
て
い
て
、
そ
の
歴
史
は
私
た

ち
の
生
活
に
根
付
い
て
い
ま
す
」

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
鹿
児
島
県

を
身
近
な
存
在
に
感
じ
て
い
た
と

言
う
高
田
さ
ん
。
理
由
は
ほ
か
に

も
あ
り
ま
す
。

「
私
が
通
っ
て
い
た
東

ひ
が
し

江え

小
学

校
、日に

っ

新し
ん

中
学
校
の
校
歌
に
は“
薩

摩
義
士
”
と
い
う
言
葉
が
入
っ
て

い
ま
し
た
。
ま
ち
で
薩
摩
藩
島
津

家
の
家
紋
“
丸
に
十
の
字
”
を
目

に
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
年
配

の
方
の
中
に
は
“
鹿
児
島
に
足
を

向
け
て
寝
て
は
い
け
な
い
”
と
教

え
る
方
も
い
る
ほ
ど
」

鹿
児
島
県
の
中
で
も
姉
妹
都
市

と
し
て
交
流
が
続
く
霧
島
市
に
興

味
が
あ
り
、
人
事
交
流
職
員
に
手

を
挙
げ
た
高
田
さ
ん
は
「
霧
島
市

は
想
像
し
て
い
た
と
お
り
人
が
温

か
い
ま
ち
で
し
た
。
で
も
薩
摩
義

士
の
歴
史
が
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
も
っ
た
い

な
く
感
じ
ま
し
た
」
と
最
初
の
印

象
に
つ
い
て
話
し
ま
す
。

「
両
市
を
結
ん
だ
宝
暦
治
水
と

薩
摩
義
士
の
歴
史
を
霧
島
市
の
人

た
ち
に
も
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い

で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
こ
の
交

流
は
よ
り
深
く
、
長
く
続
く
こ
と

が
大
切
。
両
市
の
架
け
橋
に
な
れ

る
よ
う
に
交
流
職
員
と
し
て
多
く

の
こ
と
を
学
び
た
い
で
す
」

海
津
市
で
は
、
宝
暦
治
水
を
伝

え
る
史
跡
を
保
存
継
承
す
る
「
宝

暦
治
水
史
蹟
保
存
会
」
や
、
薩
摩

義
士
が
工
事
完
成
を
記
念
し
て
植

え
た
と
さ
れ
る
千
本
松
原
の
保
全

活
動
に
取
り
組
む
「
木
曽
三
川
千

本
松
原
を
愛
す
る
会
」
な
ど
が
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。

遠
く
離
れ
た
海
津
の
人
々
の
心

に
、
何
年
経
っ
て
も
色
あ
せ
な
い

薩
摩
義
士
へ
の
思
い
が
あ
り
ま
す
。

顕
彰
会
設
立
前
、
実
は
薩
摩
義
士

に
詳
し
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

国
分
さ
つ
ま
会
や
海
津
の
人
々
の

熱
い
思
い
に
胸
を
打
た
れ
、
改
め

て
学
ん
だ
薩
摩
義
士
の
歴
史
に
感

動
し
、“
市
全
体
に
こ
の
歴
史
と

思
い
を
広
め
な
け
れ
ば
”
と
活
動

を
始
め
た
の
で
す
。
初
め
は
国
分
、

隼
人
の
会
員
ば
か
り
で
し
た
が
、

今
で
は
全
て
の
地
区
の
人
が
参
加

し
て
い
ま
す
」
と
活
動
の
広
が
り

に
手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

「
薩
摩
義
士
の
歴
史
を
研
究
し
、

次
の
世
代
へ
伝
え
て
い
く
こ
と
は

霧
島
市
薩
摩
義
士
顕
彰
会
で
発
行
し
て
い
る
『
薩
摩
義
士
に
学
ぶ
』

海津市職員
高田園子さん（27）

私
た
ち
の
使
命
で
す
。
顕
彰
会
で

は
、
平
成
23
年
に
中
学
生
を
対
象

に
し
た
副
読
本
を
作
成
し
、
各
学

校
に
配
り
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら

は
市
の
出
前
講
座
に
登
録
し
、
普

及
活
動
に
努
め
て
い
ま
す
。
ふ
る

さ
と
の
歴
史
を
伝
え
て
い
く
こ
と

が
、
大
人
は
も
ち
ろ
ん
心
豊
か
な

子
ど
も
を
育
む
こ
と
に
つ
な
が
れ

ば
う
れ
し
い
で
す
ね
」

未
来
と
過
去
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ

役
と
し
て
、
霧
島
市
と
海
津
市
の

架
け
橋
と
し
て
、
顕
彰
会
は
あ
り

続
け
ま
す
。

霧
島
市
薩
摩
義
士
顕
彰
会
は
平

成
19
年
４
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

当
初
39
人
だ
っ
た
会
員
も
現
在
は

約
２
０
０
人
。
薩
摩
義
士
を
称
え
、

そ
の
歴
史
を
研
究
し
、
霧
島
市
全

体
に
広
め
よ
う
と
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

薩
摩
義
士
に
学
ぶ

同
顕
彰
会
の
主
な
活
動
は
、
薩

摩
義
士
の
歴
史
研
究
と
普
及
活
動
、

関
係
す
る
史
跡
の
管
理
、
海
津
市

と
の
交
流
な
ど
で
す
。

歴
史
は
ま
だ
不
明
な
点
も
多
く
、

研
究
を
続
け
、
毎
年
発
行
す
る
冊

子
『
薩
摩
義
士
に
学
ぶ
』
で
成
果

を
発
表
し
て
い
ま
す
。

「
木
曽
三
川
千
本
松
原
を
愛
す

る
会
」
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
千
本
松

原
の
松
苗
を
“
里
帰
り
松
”
と
し

て
国
分
広
瀬
の
干
拓
遊
歩
道
と
隼

人
町
住
吉
の
天
降
川
ふ
る
さ
と
の

川
河
川
公
園
に
植
樹
。
友
好
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
管
理
し
て
い
ま
す
。

隼
人
町
の
住
吉
墓
地
に
は
、
宝

暦
治
水
工
事
に
携
わ
っ
た
薩
摩
義

士
、
山
元
八
兵
衛
の
墓
が
あ
り
、

そ
の
管
理
と
、
八
兵
衛
の
命
日
に

は
慰
霊
祭
を
行
っ
て
い
ま
す
。

同
顕
彰
会
会
長
の
二
見
剛た

け

史し

さ

ん
（
75
）
は
「
溝
辺
に
住
む
私
は
、

薩摩義士の歴史を
顕彰するということ

霧島市薩摩義士顕彰会
会長
二見剛史さん（75）

薩
摩
義
士
顕
彰
会
会
員

藤
浪
三み

千ち

尋ひ
ろ

さ
ん（
67
） 

隼
人
町

国
分
高
校
2
年

浅
田
明
日
香
さ
ん（
16
） 

温 故 心知

1

3

5

7

2

4

6

8

薩摩義士・山元八兵衛の墓（隼人町住吉）

市内の中学校に配布した副読本

国分広瀬の干拓遊歩道に並ぶ里帰り松

（写真：海津市提供）

霧島市薩摩義士顕彰会では会員を募集しています。
一緒に薩摩義士の歴史を学びましょう。
�問＝総務課市民運動推進室  ☎（64）0915
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寛
永
19
（
１
６
４
２
）
年
か
ら

約
３
０
０
年
に
渡
り
、
採
掘
が
続

い
た
山
ヶ
野
金
山
。
全
国
有
数
の

産
出
量
を
誇
り
、
薩
摩
藩
の
財
政

を
支
え
て
い
た
、
ま
さ
に
“
宝
の

山
”
で
し
た
。
薩
摩
藩
に
宝
暦
治

水
工
事
の
命
が
下
っ
た
一
因
と
も

い
わ
れ
る
天
降
川
川
筋
直
し
（
１

６
６
６
年
完
成
）
の
資
金
源
も

山
ヶ
野
金
山
で
し
た
。

全
盛
期
に
は
33
の
集
落
に
１
万

２
０
０
０
人
も
の
人
が
住
ん
で
い

た
山
ヶ
野
地
区
。
閉
山
後
、
過
疎

化
が
進
み
、
今
で
は
約
80
人
し
か

住
ん
で
い
ま
せ
ん
が
、
そ
こ
に
は

消
え
な
い
輝
き
が
あ
り
ま
し
た
。

歴
史
が
息
を
吹
き
返
す

「
私
が
子
ど
も
の
こ
ろ
は
山
ヶ

野
小
学
校
が
あ
り
、
同
級
生
が
70

人
く
ら
い
。
活
気
が
あ
り
ま
し
た

よ
」
と
懐
か
し
そ
う
に
話
す
の
は
、

山
ヶ
野
地
区
で
生
ま
れ
育
っ
た
吉

井
詢じ

ゅ
んさ

ん
（
79
）。
昭
和
28
年
の

閉
山
後
、
山
ヶ
野
小
学
校
も
昭
和

46
年
に
閉
校
し
、
過
疎
化
の
波
が

押
し
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

平
成
12
年
、
吉
井
さ
ん
は
「
金

山
の
ま
ち
と
し
て
に
ぎ
わ
っ
た
歴

史
を
風
化
さ
せ
て
は
い
け
な
い
」

と
、
地
元
有
志
と
協
力
し
て
史
跡

13
か
所
の
や
ぶ
を
払
い
、
案
内
板

を
設
置
し
ま
し
た
。そ
の
後
、山
ヶ

野
金
山
文
化
財
保
護
活
用
実
行
委

員
会
が
結
成
さ
れ
、「
ま
ず
は
多

く
の
人
に
金
山
を
知
っ
て
も
ら
お

う
」
と
平
成
13
年
度
か
ら
山
ヶ
野

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
開
催
し
ま
す
。

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
は
、
実
行

委
員
会
を
中
心
に
、
地
域
住
民
、

希
望
し
た
中
学
生
、
市
職
員
な
ど

参
加
者
を
上
回
る
数
の
ス
タ
ッ
フ

で
実
施
。
子
ど
も
た
ち
が
歴
史
を

学
ぶ
機
会
に
な
る
と
、
説
明
は
主

に
中
学
生
が
行
い
ま
す
。
地
域
住

民
は
腕
に
よ
り
を
か
け
た
料
理
や

お
茶
で
お
も
て
な
し
。
初
め
て
開

催
し
た
年
、
た
く
さ
ん
の
人
に
驚

き
、
涙
を
浮
か
べ
て
喜
ん
だ
地
元

の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
い
ま
し
た
。

「
今
で
は
毎
年
恒
例
に
な
り
ま

し
た
。
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
に
向

け
て
地
域
が
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

田
の
神
舞
や
四し

方ほ
う

立た
ち

舞ま
い

も
披
露
し
、

郷
土
芸
能
の
復
活
に
も
つ
な
が
り

ま
し
た
。
過
疎
化
の
波
が
止
ま
っ

た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
過

去
の
参
加
者
が
草
払
い
に
協
力
し

て
く
れ
る
な
ど
、
歴
史
と
人
を
通

し
て
、
こ
の
ま
ち
は
多
く
の
人
に

愛
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
育�

っ
た
風
景
と
こ
こ
に
あ
る
歴
史
を

大
切
に
守
っ
て
い
き
た
い
」
と
吉

井
さ
ん
は
決
意
を
新
た
に
し
ま
す
。

山
ヶ
野
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
、
毎

年
３
月
の
第
一
日
曜
日
。
春
の
訪

れ
と
共
に
、
多
く
の
笑
顔
を
連
れ

て
き
ま
す
。

山
ヶ
野
金
山
に
、

再
び
光
を

海
津
市
で
は
薩
摩
義
士
の
歴
史
が

子
ど
も
た
ち
へ
の
道
徳
教
育
に
用
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

霧
島
市
に
も
歴
史
を
活
用
し
、

地
域
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
を
続
け
る
地
域
が
あ
り
ま
す
。

横
川
町
上
ノ
の「
山
ヶ
野
地
区
」。

繁
栄
と
衰
退
を
経
験
し
た
山
ヶ
野
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

山ヶ野金山文化財
保護活用実行委員
吉井 詢さん（79）

大好きな山ヶ野の歴史を伝えたい
小学6年生のとき初めて参加した山ヶ野ウオー

キングで、説明してくれた中学生に憧れ、説明員
に立候補しました。山ヶ野は小さいころから知っ
ていましたが、歴史を勉強して、日本有数の金山
だったこと、多くの人が住んでいたことを知り、
誇らしく感じました。イベント当日、最初は緊張
しましたが、みんながじっくり聞いてくれて、だ
んだんうまく説明できるようになりました。来年
も説明員として山ヶ野の素晴らしさを伝えるので、
皆さんぜひ参加してください。

心温まる、歴史伝わるイベント
広報誌を見て、去年初めて山ヶ野ウオーキング

に参加しました。一番心に残ったのは、山ヶ野金
山の歴史を伝えようと一生懸命説明してくれた地
元の中学生と、坑内で実際働いていたという 94
歳のおじいさんの話。地元の方のおもてなしや日
本の原風景を思わせる景色など、全てが温かいイ
ベントでした。県内さまざまなイベントに参加し
てきましたが、ここまで心を奪われたのは初めて。
その後、サポーターとして石垣の草刈りにも参加
しました。今ではすっかり山ヶ野ファンです。

横
川
中
学
校
2
年

北
野
幸ゆ

き

美み

さ
ん（
14
）

山
ヶ
野
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
参
加
者

山
下
ハ
ツ
エ
さ
ん（
70
） 

国
分
府
中

❶勉強したことを熱心に説明する中学生　❷古
い建物や門が当時をしのばせる　❸菜の花もお
出迎え　❹心のこもったおもてなし　❺郷土芸
能「田の神舞」に会場は笑いの渦　❻歴史を物
語る石垣　❼うれしそうに見守る山ヶ野のおばあ
ちゃん　❽思い思いのペースで　❾サポーター
らが石垣の草刈りに励む　❿金鉱石の展示も 
⓫心もお腹もいっぱいに　⓬歴史の跡が色濃く
残る　⓭田の神に思わず笑みがこぼれる　⓮金
の掘り方を実演する中学生

14

3

8 7

610

11

25912

14 13

坑道跡を興味深くのぞきこむ参加者

温 故 心知

山
ヶ
野
の
歴
史
を

伝
え
続
け
た
い

山ヶ野金山パンフレット　�問＝教育委員会横川出張所 ☎（72）1596
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霧
島
市
に
は
国
指
定
文
化
財
が

11
件
、
県
指
定
文
化
財
が
13
件
、

市
指
定
文
化
財
が
93
件
、
登
録
有

形
文
化
財
が
９
件
あ
り
ま
す
。
薩

摩
義
士
、
山
元
八
兵
衛
の
墓
は
市

の
指
定
文
化
財
で
す
。
指
定
や
登

録
は
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
山
ヶ

野
金
山
の
よ
う
に
貴
重
な
文
化
財

や
歴
史
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

そ
こ
に
は
、
霧
島
市
薩
摩
義
士

顕
彰
会
や
国
分
さ
つ
ま
会
、
山
ヶ

野
金
山
文
化
財
保
護
活
用
実
行
委

員
会
な
ど
、
そ
の
歴
史
を
守
り
伝

え
て
い
る
人
々
が
い
ま
し
た
。

し
か
し
そ
れ
は
ご
く
一
部
の
話
。

実
際
は
歴
史
に
興
味
の
な
い
人
も

多
く
い
ま
す
。
歴
史
は
一
部
の
人

が
守
り
伝
え
て
い
け
ば
い
い
の
で

し
ょ
う
か
。

地
域
資
源
や
歴
史
を
ま
ち
づ
く

り
に
活
用
し
て
い
く
活
動
を
展
開

し
、
鹿
児
島
の
歴
史
に
も
詳
し
い

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
づ
く
り
地
域

フ
ォ
ー
ラ
ム
・
か
ご
し
ま
探
検
の

会
代
表
理
事
の
東
川
隆
太
郎
さ
ん

（
42
）
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

「
霧
島
市
に
は
上
野
原
遺
跡
や

大お
お

隅す
み
の

国く
に

に
ま
つ
わ
る
史
跡
な
ど
世

界
に
誇
れ
る
歴
史
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
地
理
的
に
も
、
海
、
山
、

川
、
温
泉
、
市
街
地
な
ど
が
そ
ろ

い
、
そ
の
一
つ
一
つ
に
歴
史
が
あ

り
ま
す
」

足
元
の
歴
史
か
ら
始
め
よ
う

数
多
く
の
史
跡
・
文
化
財
や
世

界
に
誇
れ
る
歴
史
が
あ
る
霧
島
市
。

し
か
し
東
川
さ
ん
は
あ
え
て
「
足

元
を
見
て
み
よ
う
」
と
言
い
ま
す
。

「
歴
史
に
興
味
の
な
い
人
が
、

難
し
い
歴
史
の
話
を
長
々
と
聞
い

て
も
興
味
は
持
て
ま
せ
ん
。
そ
れ

よ
り
も
ま
ず
、
地
元
を
歩
い
て
み

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
買
い
物

つ
い
で
に
、
温
泉
帰
り
に
ち
ょ
っ

と
歩
い
て
視
野
を
広
げ
て
み
る
。

そ
こ
に
は
不
思
議
な
石
碑
や
古
び

た
井
戸
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

刻
ま
れ
た
文
字
を
読
ん
だ
り
、
地

元
の
人
と
会
話
を
し
た
り
す
る
の

も
い
い
で
し
ょ
う
。
意
外
と
そ
こ

か
ら
地
域
の
歴
史
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

有
名
な
指
定
文
化
財
だ
け
が
貴

重
な
わ
け
で
は
な
い
と
話
す
東
川

さ
ん
は
「
世
界
遺
産
」
に
か
け
て
、

「
世せ

間け
ん

遺
産
」と
い
う
言
葉
を
使
い
、

自
分
の
好
き
な
ス
ポ
ッ
ト
を
県
内

に
３
０
０
か
所
ほ
ど
設
定
し
て
い

ま
す
。
世
間
遺
産
の
定
義
は
「
ど

こ
か
懐
か
し
く
、
ど
こ
か
奥
深
い
、�

身
近
な
自
分
だ
け
の
文
化
財
」。

物
語
性
と
郷

き
ょ
う

愁し
ゅ
うに

加
え
、
ひ
そ
か

さ
が
大
切
と
言
い
、
あ
え
て
一
覧

表
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
は
公

開
し
て
い
ま
せ
ん
。

先
人
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

東
川
さ
ん
に
霧
島
市
の
好
き
な

場
所
を
尋
ね
る
と
「
溝
辺
の
前さ

き

玉た
ま

神
社
、
牧
園
総
合
支
所
近
く
の
田

の
神
、
安
楽
温
泉
の
近
く
に
あ
る

温
泉
神
社
、
隼
人
町
小
浜
の
井
戸
、

中
福
良
駅
の
近
く
に
あ
る
渓
谷
、

福
山
町
の
地
頭
仮
屋
跡
…
」。次
々

に
出
て
く
る
名
前
は
霧
島
市
民
に

も
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
場
所

が
ほ
と
ん
ど
。「
ま
ち
歩
き
に
は

た
く
さ
ん
の
出
会
い
が
あ
り
ま
す

よ
」
と
、
史
跡
の
場
所
や
特
徴
を

び
っ
し
り
書
き
込
ん
だ
地
図
を
見

て
目
を
細
め
ま
す
。

「
文
化
財
は
、
い
わ
ば
昔
の
人

が
残
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
。
石
垣
や

災
害
記
念
碑
な
ど
が
『
こ
こ
は
大

事
な
場
所
だ
よ
』『
こ
こ
は
危
な

い
よ
』
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を

私
た
ち
に
伝
え
て
い
ま
す
。
そ
れ

を
読
み
取
る
こ
と
で
、
そ
の
地
域

の
特
性
や
個
性
が
分
か
り
、
今
後

の
あ
り
方
が
見
え
て
く
る
の
で
す
。

“
歴
史
を
学
ぶ
と
未
来
が
分
か
る
”

と
言
い
ま
す
。
過
去
の
歴
史
を
知

り
、
そ
れ
を
道
し
る
べ
に
今
を
生

き
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
」

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心

今
回
取
材
し
た
皆
さ
ん
が
「
歴

史
を
受
け
継
ぐ
こ
と
が
大
切
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。歴
史
に
は「
ふ

る
さ
と
を
愛
す
る
心
」
を
育
む
力

が
あ
り
ま
す
。

命
を
か
け
た
薩
摩
義
士
の
歴
史

は
、
鹿
児
島
に
生
き
る
私
た
ち
に

誇
り
を
も
た
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

山
ヶ
野
で
は
歴
史
を
知
る
こ
と
で

地
域
の
魅
力
を
再
発
見
し
、
大
切

に
守
り
伝
え
て
い
く
こ
と
で
地
域

活
性
化
に
も
つ
な
げ
て
い
ま
し
た
。

歴
史
に
は
史
実
だ
け
で
な
く
、

い
つ
の
時
代
も
先
人
の
思
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
周
り
に
は
ど
ん
な
歴

史
が
あ
り
ま
す
か
。
有
名
な
歴
史

ス
ポ
ッ
ト
で
は
な
く
て
も
、
そ
こ

に
は
き
っ
と
物
語
が
あ
り
ま
す
。

“
な
ぜ
こ
こ
に
古
い
石
垣
が
”“
こ

の
田
の
神
の
後
姿
が
面
白
い
”
な

鹿児島大学理学部地学科卒業。地域資源の新たな位置
付けや価値付けに関心を持ち、まちづくりに活用する活動
を展開。自他共に認める「まち歩きのプロ」。そのほか近
代化産業遺産、まち歩き、温泉、地域資源の活用などをテー
マに、講演活動やまちづくりコーディネートを行い、鹿児
島や九州の魅力を観光・教育・まちづくりに展開させる活
動に従事する。

NPO法人 まちづくり地域フォーラム・かごしま探検の会
代表理事  東川隆太郎さん（42）

故
ふ る

きを温
た ず

ね、
先人たちの　　を知る

きりしま歴史散歩
■横川・レトロな旅
　明治、大正時代に建てられた住宅、石倉など
が残る大隅横川駅周辺を歩きます。
◦�日時＝11月9日（日）午前8時30分～午後0時
15分

◦�申込締切＝10月24日（金）必着
※詳しくは9月お知らせ版をご覧ください。

■戦国山城めぐり
　軍師・官兵衛が生きた戦国時代から江戸時代
にかけて築かれた国分・隼人地区の中世山城を
巡ります。（バス使用）
◦�日時＝12月7日（日）午前8時30分～正午
◦�申込締切＝11月21日（金）必着
※�詳しくは次号、10月お知らせ版をご覧ください。

第５回霧島市郷土芸能祭
　長年、地域で受け継がれてきたさまざまな郷
土芸能を披露します。（入場無料）
◦�日時＝11月16日（日）午後1時30分開演
◦�場所＝霧島市民会館
◦�出演団体＝重久太鼓踊り保存会、重久神事神
舞保存会（剣舞）、竹子棒踊り保存会、小脇郷
土芸能保存会（田の神舞）、小浜棒踊り保存会、
川尻琉球人踊り保存会、青葉小学校（青葉の笛）

�問＝文化振興課文化財グループ  ☎（42）1119

市教育委員会では、ふるさとの歴史を楽しく学べるイベ
ントを開催しています。ぜひご参加ください。

心

東川さんが「久
く

留
る

味
み

川に囲まれた立地の場所が面白く、
雰囲気も好き」と話す溝辺町三

み

縄
なわ

の前
さき

玉
たま

神社

牧園総合支所近くにある田
の神。刻まれた田の神の表
情が東川さんのお気に入り

福山町福山にある地頭仮屋跡。
「石垣が連なる狭い通りが良い」
と東川さん

ONKOCHISHIN

ど
、
ち
ょ
っ
と
視
野
を
広
げ
て
み

て
く
だ
さ
い
。
そ
こ
に
は
先
人
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
隠
さ
れ
て
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

温 故 心知

市が発行している文化財ガイドブックなど
�問＝文化振興課文化財グループ ☎（42）1119
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市内の学生と写真クラブからの投稿写真紹介「スナップ×スナップ」

市民と自衛隊のつどいが９月14日、霧島市民会館であ
り、昼夜2回公演で約1,200人が訪れました。市民と自衛
隊員との交流を目的に昭和37年から始まり、今年で52回
目。市民は空手の演武やダンスなどを、自衛隊員は艶

つ や

やか
な舞踊やひょうきんな寸劇などを披露。客席からは笑い声
や拍手が起こっていました。

天孫降臨霧島祭の第29回霧島高原太鼓まつりが８月30
日、みやまコンセール野外音楽堂で開催されました。「天
孫降臨霧島九面太鼓保存会」や霧島九面太鼓の「和

わ

奏
か な

」、
「郷

は る

花
か

」をはじめ、大分県や東京都など県内外から18団体
が出演。夕方から雨が降り始め、霧に包まれた幻想的な雰
囲気の中、約1,800人の観衆は迫力ある音と華麗なバチさ
ばきを楽しんでいました。

市
民
と
自
衛
隊
が

舞
台
披
露

雨
に
も
負
け
ず

観
衆
を
魅
了

11  Kirishima City Public Relations, 2014.10, Japan

牧園町にある丸尾滝
を撮影しました。写
真を撮るようになっ
たのは、中学生のと
き。 野鳥 の 生 態を
テーマに自由研究を
したことがきっかけ
で、野鳥を撮影する
ようになりました。風
景写真はあまり撮っ
たことがなかったの
で、今回の写真はと
ても新鮮な気持ちで
撮ることができました。

【撮影データ】
絞り5.6　シャッター1/6
ISO200

ヒガンバナがきれいな場所を探して市内をドライブ。
隼人町松永の田んぼで赤や白の鮮やかなヒガンバナ
と黄色く色づいた稲穂の風景に出会い、イメージ通
りだったのでシャッターを切りました。私は紅葉の
季節が好きなので、秋の霧島の風景をとても楽しみ
にしています。

【撮影データ】絞り5.6　シャッター1/1600　ISO400

国分高等学校　２年（写真部）

池田 周平くん（16）　写真歴４年

隈元 一
か ず

巳
み

さん（79）  隼人町姫城、写真歴6年

泡
あわ

飛
し ぶ き

沫

秋の訪れ

秋の交通安全キャンペーンが９月26日、横
川警察署近くの県道沿いで行われました。キャ
ンペーンでは参加を希望した横川中学校３年生
17人が ｢事故なし｣ にかけてナシやメッセージ
の入った袋110個を運転手に配り、安全運転を
呼び掛けました。

温泉の知識や入浴マナーなどを学ぶ「浴育セミナー」が９
月12日、高千穂小学校で行われ、４年生17人が受講しまし
た。同校は県内で唯一校内に温泉がある学校で、温泉の魅力
を知ってもらうために「かごしま温泉の会」が企画。同校の
濵村倖

こ う

羽
は

君（10）は「体にお湯を掛ける順番など初めて知っ
たこともあったので、今度温泉に入るときに役立たせたい」
とうれしそうに話してくれました。

正しい温泉の入り方を伝授

中学生が事故ナシを訴える

市内外のハンドメードショップや雑貨店、カフェなどが
一堂に会するイベント「きりしまバスケット」が９月14日、
国分海浜公園でありました。今回が３回目で94店舗が集
結。遠くは福岡県からの出店もありました。会場は雑貨や
飲食店のほか、今回初めてロッククライミング体験コー
ナーも設置。1万人を超す家族連れなどが思い思いの時間
を楽しんでいました。

第１回国分隼人自動車学校杯少年ソフトボール大会が９
月６日、国分春山緑地公園でありました。この大会は交通
安全を子どもや保護者に呼びかけようと鹿児島県交通安全
協会霧島地区協会などが協賛して開催されたもので、姶良
地区内から20チームが参加。陵南ソフトボールスポーツ
少年団主将の有川龍之介君（12）は「登下校や練習の行き
帰りなど交通ルールを守ります」と話しました。

きりしま舞鶴スポーツクラブ開催のバレー
ボール教室が８月30日、天降川小学校であ
りました。参加した児童55人は、元全日本
選手で五輪出場経験者の原秀

ひ で

治
は る

さん（51・霧
島市出身）と多

た

治
じ

見
み

麻子さん（42）が用意し
たメニューに懸命に取り組んでいました。

名選手が児童にバレー指導

き
り
し
ま

バ
ス
ケ
ッ
ト
大
盛
況

少
年
ソ
フ
ト
大
会
で

交
通
安
全

き り し ま タ イ ム ズ

The Kirishima Times
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フ
ラ
ダ
ン
ス
の
聖
地
ハ
ワ
イ
島
で
毎
年

11
月
に
開
催
さ
れ
る
フ
ラ
ダ
ン
ス
の

世
界
大
会
。
そ
の
日
本
予
選
が
７
月
、
宮
崎

市
で
開
か
れ
、
霧
島
市
の
フ
ラ
チ
ー
ム
「
ハ

ラ
ウ
・
フ
ラ
・
オ
・
ノ
エ
・
ア
イ
ラ
ナ
」
が

３
位
に
入
り
、
日
本
代
表
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

そ
の
メ
ン
バ
ー
の
一
人
が
大
人
に
混
じ
っ

て
参
加
し
た
横
川
中
学
校
３
年
の
福
地
珠た

ま

美み

さ
ん
（
15
）
で
す
。

彼
女
が
フ
ラ
を
始
め
た
の
は
小
学
４
年
の

と
き
。
大
会
で
優
雅
に
踊
る
子
ど
も
た
ち
の

姿
に
感
動
。「
私
も
踊
り
た
い
」
と
フ
ラ
を

習
う
こ
と
に
。
し
か
し
、
実
際
の
踊
り
は
想

像
以
上
に
難
し
い
も
の
で
し
た
。

「
独
特
の
腰
振
り
が
で
き
な
く
て
、
覚
え

る
ま
で
１
年
か
か
り
ま
し
た
。
も
っ
と
大
変

だ
っ
た
の
が
笑
顔
。
フ
ラ
は
踊
っ
て
い
る
と

き
の
笑
顔
が
と
て
も
重
要
で
す
が
、
も
と
も

と
人
見
知
り
だ
っ
た
私
は
、
自
然
な
笑
顔
が

で
き
ず
、
い
つ
も
引
き
つ
っ
て
い
ま
し
た
」

自
然
な
笑
顔
が
で
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

中
学
生
に
な
っ
て
か
ら
。
そ
こ
に
は
気
持
ち

の
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。

「
最
初
の
こ
ろ
は
上
手
に
な
る
こ
と
に
必

死
で
周
り
が
見
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
経

験
を
積
み
、
気
持
ち
に
少
し
余
裕
が
で
き
て

き
た
こ
ろ
、
観
客
の
皆
さ
ん
が
楽
し
ん
で
い

る
姿
に
気
付
き
、
そ
れ
が
す
ご
く
う
れ
し

か
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
か
ら
は
見
て
い
る
人

に
喜
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、

自
然
な
笑
顔
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

横
川
町
か
ら
練
習
場
の
隼
人
町
ま
で
送
迎

し
て
く
れ
る
の
は
母
い
づ
み
さ
ん
。
福
地
さ

ん
は
「
好
き
な
こ
と
に
打
ち
込
め
る
の
は
家

族
の
お
か
げ
。
感
謝
し
て
い
ま
す
。
11
月
の

世
界
大
会
で
は
、
支
え
て
く
れ
る
皆
さ
ん
へ

の
感
謝
の
思
い
も
込
め
て
、
最
高
の
笑
顔
で

踊
っ
て
き
ま
す
」
と
目
を
輝
か
せ
ま
す
。

歌
詞
の
意
味
を
理
解
し
、
踊
り
で
表
現
す

る
フ
ラ
を
習
得
す
る
た
め
に
は
英
語
が
不
可

欠
。
そ
の
た
め
英
語
の
勉
強
に
も
力
が
入
る

福
地
さ
ん
。

将
来
の
夢
は
「
フ
ラ
を
続
け
な
が
ら
、
得

意
の
英
語
を
生
か
せ
る
仕
事
に
就
く
こ
と
」

と
話
す
彼
女
。
そ
の
瞳
か
ら
は
強
い
意
志
が

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

瞳
の
犬
／
新
堂
冬
樹

警
察
回
り
の
夏
／
堂
場
瞬
一

ダ
ブ
ル
・
フ
ォ
ー
ル
ト
／
真
保
裕
一

に
じ
い
ろ
ガ
ー
デ
ン
／
小
川
糸

私
家
本　

椿
説
弓
張
月
／
平
岩
弓
枝

丹
生
都
比
売　

梨
木
香
歩
作
品
集
／
梨
木
香
歩

一
人
っ
子
同
盟
／
重
松
清

フ
ォ
ル
ト
ゥ
ナ
の
瞳
／
百
田
尚
樹

歌
舞
伎
町
ダ
ム
ド
／
誉
田
哲
也

Ｒ
ｅ
ｄ
／
島
本
理
生

水
声
／
川
上
弘
美

繁
栄
の
昭
和
／
筒
井
康
隆

不
調
の
と
き
に
食
べ
た
い
ご
は
ん
／
コ
ウ
静
子

晴
れ
の
日
と
発
表
会
の
服
／
日
本
ヴ
ォ
ー
グ
社

○まる
か
い
て
ピ
ョ
ン
／
舟
崎
克
彦

だ
い
す
き
、
で
も
、
ゆ
め
み
て
る
／
二
宮
由
紀
子

世
界
は
宝
物
で
い
っ
ぱ
い
！
／
岡
田
貴
久
子

砂
漠
に
住
ん
で
い
る
、
く
い
し
ん

ぼ
の
悪
魔
。
そ
こ
に
旅
の
少
年
が

や
っ
て
き
て
…
。
意
表
を
つ
か
れ

て
、
思
わ
ず
に
や
っ
と
す
る
絵
本

で
す
。

さ
ば
く
の
く
い
し
ん
ぼ

重
信 

初
江
　
ほ
か
著

パ
ン
と
具
材
の
組
み
合
わ
せ
が
生

み
だ
す
、
至
福
の
お
い
し
さ
。
手

軽
に
、
食
べ
飽
き
な
い
レ
シ
ピ
を

紹
介
し
ま
す
。

わ
た
し
の
と
っ
て
お
き

サ
ン
ド
イ
ッ
チ

石
垣
島
に
移
住
し
て
三
年
あ
ま
り
。

旅
人
で
も
島
人
で
も
な
い
宙
ぶ
ら

り
ん
だ
か
ら
見
え
る
も
の
を
、
楽

し
み
な
が
ら
綴
る
。

俵 

万
智
　
著

佐
々
木 

マ
キ
　
作
・
絵

大
阪
を
舞
台
に
、
人
生
の
入
口
に

立
っ
た
少
年
少
女
の
、
た
ゆ
た
い
、

揺
れ
る
心
を
繊
細
な
筆
致
で
描
く
。

津
村 

記
久
子
　
著

エ
ヴ
リ
シ
ン
グ・フ
ロ
ウ
ズ

旅
の
人
、
島
の
人

図書館へ行こう
http://www.lib-kirishima.jp/

新

紹

介

刊

霧島市立図書館に
おいでください。

国分図書館／☎64-0918
隼人図書館／☎43-7574
溝辺図書室／☎58-3191
横川図書室／☎72-1596
牧園図書室／☎78-3349
霧島図書室／☎57-0316
福山図書室／☎56-2026

霧島市７か所の図書館（室）で
本が借りられます。

イベント名 日　　時［対　象］ 場所・問い合わせ先
幼児と小学生のためのおはなしの部屋
（りんごの木） 11月 1日（土）10：30 ～ 11：30

国分図書館赤ちゃんとわらべうた・えほんのへや
（りんごの木） 11月 3日（月）10：30 ～ 11：00

ほるとの森おはなし会 10月25日（土）、11月22日（土）14：00 ～ 14：30

おはなしの部屋
10月19日（日）、11月16日（日）11：00 ～ 11：30［幼児･小学生］
11月 6日（木）16：00 ～ 16：30［幼児］
11月 7日（金）11：00 ～ 11：30［赤ちゃん］ 隼人図書館

語りの部屋（語りの会あもり） 11月 9日（日） 11：00 ～ 11：40

おはなし会（おはなしの会「さんぽ道」） 10月18日（土）、11月15日（土）14：00 ～ 15：00 横川図書室

おはなし広場 10月25日（土）10：00 ～ 11：30 福山図書室

◦�日時＝11月９日（日）午前９時45分～午後３時
◦�場所＝国分図書館･メディアセンター前ロビー
◦�内容＝お話し会や本のリサイクル市、ミニコンサートほ
か　
＝国分図書館 ☎（64）0918

国分図書館

イベント
案内

隼人図書館臨時休館のお知らせ
蔵書点検のため次の期間休館します。　
◦�期間＝11月11日（火）～ 14日（金）
※�休館期間中に図書の返却をされる方は、図書館入口に返
却ポストを設けていますので、ご利用ください。
＝隼人図書館 ☎（43）7574

※ほかの図書館（室）は通常どおりの開館です。

国分図書館
読書まつり
本からはじまる学習活動推進運動

夢のカタチ ❻
未来の夢を追う若者たちの今を描きます

YELL

家でも、車の中でも、いつも
フラダンスの曲が流れています。
踊っているときの娘はすごくいき
いきしていて、見ている私までう
れしくなります。これからも笑顔
で踊れるように、たくさん応援
します。

母・いづみさん（44）

エール

９月６日、九州各地から約200人が参加
し、霧島高原まほろばの里で開催され
た「霧島フラフェスティバル」で踊りを
披露する福地さん。

横川中学校３年
福地珠美さん（15）
ハワイのあいさつ「アロ
ハ」のポーズでほほ笑む。
憧れの地ハワイでのフ
ラダンス世界大会に向け、
ほぼ毎日、練習に励む。

フラで
見ている人を
笑顔にしたい
フラダンス世界大会日本代表
いぶすきフラフェスティバル総合優勝
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このコーナーでは、各分野で活躍する子どもたちを紹介します。夢に向かって頑張る子どもたちを、ぜひ応援してください。



各
ま
ち
か
ら
見
た
「
霧
島
山
」

の
魅
力
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
第

５
回
は
霧
島
市
で
す
。

「
霧
島
市
に
は
南
九
州
の
空
の

玄
関
口
で
あ
る
鹿
児
島
空
港
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
か
ら
見
る
霧
島
山

は
四
季
ご
と
に
移
り
変
わ
る
多
彩

な
表
情
の
ほ
か
に
特
別
な
表
情
を

見
せ
て
く
れ
ま
す
」
と
話
す
の
は
、

県
内
外
か
ら
多
く
の
写
真
愛
好
家

が
作
品
を
寄
せ
る
「
き
り
し
ま
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
多
く
の
入
賞

経
験
を
持
つ
閏

う
る
う

民た
み

子こ

さ
ん
（
67
）。

写
真
歴
は
９
年
で
、
地
元
か
ら
見

え
る
霧
島
山
や
桜
島
の
姿
を
撮
り

続
け
て
い
ま
す
。

空
港
が
つ
く
る

霧
島
山
の
特
別
な
表
情

鹿
児
島
空
港
は
溝
辺
町
の
台
地

に
あ
り
ま
す
。
周
辺
に
は
茶
畑
が

広
が
り
、
視
界
を
さ
え
ぎ
る
建
物

な
ど
が
な
い
た
め
、
展
望
デ
ッ
キ

か
ら
は
一
面
に
連
な
る
霧
島
山
の

姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
空
港
は
出
会
い
と
別
れ
の
ド

ラ
マ
が
あ
る
場
所
。
雄
大
な
霧
島

山
を
背
景
に
飛
び
立
つ
飛
行
機
と
、

そ
れ
を
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
で
見
送

る
人
々
の
姿
が
重
な
り
、
霧
島
市

で
し
か
見
ら
れ
な
い
霧
島
山
の
特

別
な
表
情
が
生
ま
れ
ま
す
。
出
会

い
と
別
れ
を
そ
っ
と
見
守
る
ふ
る

さ
と
の
山
が
私
た
ち
の
『
霧
島
山
』

で
す
」

皆
さ
ん
も
鹿
児
島
空
港
周
辺
へ

お
立
ち
寄
り
の
際
は
、
ぜ
ひ
空
港

か
ら
見
ら
れ
る
特
別
な
霧
島
山
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎�

�問
＝
霧
島
市
秘
書
広
報
課
広
報
広

聴
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
５
５

環
霧
島
・
錦
江
湾
奥
イ
ベ
ン
ト
情
報

目指せ !世界ジオパーク認定

鹿児島県

宮
崎
県

霧島市

曽於市

都城市

小林市えびの市

高原町

湧水町

姶良市

鹿児島市 錦江湾

桜島

垂水市

霧島山

錦江湾奥会議とは、錦江湾奥部に位置する鹿児島市、
姶良市、垂水市、霧島市の４市が、行政区を越えて
連携し、地域活性化を図ることを目指します。

環霧島会議とは、霧島山を取り巻
く鹿児島・宮崎両県の５市２町で
構成され、県境を越えて連携し地
域活性化を図ります。

環霧島会議

錦江湾奥会議

錦 江 湾 奥 イ ベ ン ト

垂水市

・ �日時＝10月25日（土）午前10時〜午後３時
・ �場所＝重富海水浴場
・ �内容＝市内の野菜や工芸品などが一同に
出店し、くすの木自然館によるエコツアー
とネイチャークラフト、午後２時からは
車エビのつかみ取りも行われます。
＝姶良市商工観光課  ☎（66）3111

・ �期日＝10月23日（木）～ 11月９日（日）午
前11時～午後４時（土・日・祝日＝午前10
〜午後５時）

・ �場所＝歴史ロード“維新ふるさとの道”（加治屋町）
・ �内容＝芝居や郷土芸能の披露などが行われます。
＝薩摩維新ふるさと博実行委員会事務局

☎099（250）1655

・ �日時＝11月２日（日）午前９時～午後３時
・ �場所＝キララドーム（垂水市中央運動公園内）
・ �内容＝毎年、垂水市文化祭と同日に行わ
れるイベント。市特産品が当たる空くじ
なしの抽選会やステージイベントなどで
にぎわいます。
＝垂水市水産商工観光課  ☎0994（32）1111

錦江湾あいら浜まつり

薩摩維新ふるさと博

たるみずふれあいフェスタ2014秋の産業祭

姶良市

鹿児島市

環 霧 島 イ ベ ン ト

・ �日時＝11月３日（月）午後１時～５時
・場所＝八幡神社（大隅町岩川5745）など
・�内容＝弥五郎どんは身の丈４㍍ 85㌢の
大男で25反もの梅染めの衣を身にまとい、
祭りの見所は岩川八幡神社から市街地を
威風堂々と練り歩く「浜下り」です。
＝�曽於市商工会大隅支所  ☎099（482）1432

弥五郎どん祭り曽於市

・�日時＝11月23日（日）午前10時～午後３時
30分

・�場所＝栗野中央公民館周辺
・�内容＝豊年感謝のお祭り。文化祭や各体験
コーナーのほか、町内で収穫された野菜や
生産物の販売などが行われにぎわいます。
＝�湧水町農林課  ☎（74）3111

湧水町秋まつり湧水町

・ �日時＝11月15日（土）、16日（日）午前9時～午後4時
・場所＝文化の杜（えびの文化センター周辺）
・ �内容＝農業の収穫祭と教育文化の成果を
一同に披露するイベント。市の特産品な
ど出店されるほか、田の神さあおどり大
会や文化作品の展示などが行われます。
＝えびの市役所企画課  ☎0984（35）1111

田の神さあの里産業文化祭えびの市

七環霧 景
かんきりななけい

環霧島探訪

【霧島市】

シリーズ❺

思い出を乗せて

閏民子さん（67）
（国分敷根）

〈作り方〉
① �サトイモは、よく洗って皮付きのままゆでる（大きいものは一口大の大きさに切る）。
② �竹くしが立つぐらいになったら取り上げて、皮をむく（人肌ぐらいの温かさのうちにむいた方が
むきやすい）。

③ �サトイモを袋に入れて片栗粉をまぶす（袋に入れて振ると、満
まん
遍
べん
なくまぶせる）

④ �③を油で揚げる。
⑤ �調味料をフライパンで温め、煮立ったらサトイモを入れて全体に絡める（鍋よりフライパンのほ
うが絡めやすい）

※お好みでネギやゴマをふる。ユズの皮を入れたり、みそ味にしたりしてもおいしい。

〈材　料〉
サトイモ１kg、片栗粉適量、
調味料（濃い口しょうゆ大
さじ４、砂糖大さじ４、み
りん大さじ２）

実
り
の
秋
と
い
わ
れ
る
よ

う
に
、
秋
に
は
た
く
さ

ん
の
野
菜
や
果
物
が
収
穫
時
期

を
迎
え
ま
す
。

そ
の
た
め
、
秋
を
連
想
す
る

食
べ
物
は
人
に
よ
っ
て
い
ろ
い

ろ
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

霧
島
大
窪
の
本
田
さ
え
子
さ

ん
（
58
）
の
秋
の
味
覚
は
「
サ

ト
イ
モ
」。
本
田
さ
ん
に
と
っ

て
サ
ト
イ
モ
は
、
単
に
秋
を
連

想
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
ふ
る

さ
と
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
る

も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

「
小
林
市
に
あ
る
実
家
は
サ

ト
イ
モ
農
家
で
、
子
ど
も
の
こ

ろ
か
ら
収
穫
の
手
伝
い
を
し
て

い
ま
し
た
。
こ
の
時
期
、
食
卓

に
は
い
つ
も
サ
ト
イ
モ
料
理
が

並
ん
で
い
ま
し
た
が
、
母
が
飽

き
さ
せ
な
い
よ
う
に
と
毎
回
メ

ニ
ュ
ー
を
変
え
て
く
れ
ま
し
た
。

サ
ト
イ
モ
が
出
始
め
る
と
霧
島

山
の
麓
に
広
が
る
実
家
の
畑
の

風
景
と
母
の
料
理
を
思
い
出
し

ま
す
」

本
田
家
で
も
秋
に
な
る
と
小

林
の
畑
で
取
れ
た
サ
ト
イ
モ
を

使
っ
た
料
理
が
並
び
ま
す
。

み
そ
汁
に
入
れ
た
り
、
煮
し

め
に
入
れ
た
り
。
家
族
が
飽
き

な
い
よ
う
に
メ
ニ
ュ
ー
を
変
え

る
の
は
母
の
思
い
を
受
け
継
い

だ
証
し
。
中
で
も
本
田
さ
ん
が

考
案
し
た
サ
ト
イ
モ
の
揚
げ
煮

は
、
本
田
家
の
代
表
料
理
で
す
。

「
サ
ト
イ
モ
を
揚
げ
て
、し
ょ

う
ゆ
、
砂
糖
、
み
り
ん
で
味
付

け
し
た
だ
け
の
素
朴
な
料
理
で

す
が
、
家
族
み
ん
な
大
好
き
。

子
ど
も
た
ち
が
小
さ
い
こ
ろ
は
、

よ
く
取
り
合
い
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
私
に
と
っ
て
サ
ト
イ
モ

は
ふ
る
さ
と
を
思
い
出
す
大
切

な
も
の
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
“
サ
ト
イ
モ
の
揚
げ
煮
”
が

そ
ん
な
存
在
に
な
っ
て
い
る
と

う
れ
し
い
で
す
ね
」

３
人
い
る
お
孫
さ
ん
も
「
サ

ト
イ
モ
の
揚
げ
煮
」
が
大
好
物
。

運
動
会
の
お
弁
当
に
は
、
い
つ

も
入
っ
て
い
ま
す
。
本
田
さ
ん

の
愛
情
が
こ
も
っ
た
サ
ト
イ
モ

料
理
は
、
秋
の
思
い
出
と
と
も

に
し
っ
か
り
と
受
け
継
が
れ
て

い
ま
す
。

◎霧島大窪

秋になると食べたくなる「サトイモの揚げ煮」

な
ぜ
か
元
気
に
な
る

Taste of m
em

ories

サ
ト
イ
モ
の
揚
げ
煮

本田さえ子さん（58）

�

両会議の活動や
イベントカレン
ダーをこちらか
ら確認できます。
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作品のほとんどが集中できる夜中に制作される。
傍らに流れる音楽はジャズからポップスまで幅広く、仕事に集中するために大切なものと話す

土器で伝える、先人の知恵

地域の素材で土器を作る陶芸教室に夢中に
なる子どもたち

クリなどを使った奈良時代の料理が盛り付
けられているのは、四元さんが復元した同時
代の土

は

師
じ

器
き

（奈良県での体験イベントにて）

当時の技法に忠実に、木の枝や貝殻などで
模様を付ける。発掘された土器にはそれら
の痕跡が残されている

◦休館日＝毎週月曜
　（祝日のときは翌日）
◦開館時間＝午前９時～午後５時
◦入場料＝大人 310円ほか
�問＝上野原縄文の森  ☎（48）5701

四元さんが制作した土器の粗 し々
い触り心地と重さを体験できます。

上野原縄文の森展示館
上野原台地で発掘され、

国の重要文化財に指定された
出土品を展示しています。

「
時
代
が
求
め
た
も
の
」を
復
元

調
査
に
訪
れ
る
専
門
家
か
ら
古
代
に
関
す

る
知
識
や
資
料
の
見
方
な
ど
を
学
び
、
隼
人

の
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
で
陶
芸
の
基
礎
を

習
得
し
た
四
元
さ
ん
。
土
器
の
形
状
や
模
様

に
は
機
能
性
や
“
は
や
り
”
な
ど
、
明
確
な

理
由
が
あ
る
こ
と
も
学
び
ま
す
。

「
初
め
て
土
器
を
触
っ
た
と
き
の
感
動
を

多
く
の
人
に
知
っ
て
ほ
し
く
て
、
材
料
や
技

法
な
ど
忠
実
な
復
元
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。

土
や
土
器
に
彩
色
す
る
絵
の
具
の
原
料
な
ど

は
現
地
ま
で
行
っ
て
入
手
し
、
ろ
く
ろ
や
模

様
を
描
く
道
具
な
ど
も
当
時
を
再
現
し
た
も

の
で
す
。
器
の
焼
き
方
も
窯
で
焼
い
た
り
、

野
天
で
野
焼
き
に
し
た
り
し
て
い
ま
す
」

四
元
さ
ん
の
こ
だ
わ
り
は
次
第
に
認
め
ら

れ
て
い
き
、
直
接
触
る
こ
と
の
で
き
る
土
器

と
し
て
上
野
原
縄
文
の
森
や
全
国
の
博
物
館

な
ど
で
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

夜
の
帳と

ば
りが

下
り
、
古
民
家
の
庇ひ

さ
しに

ひ
っ
そ

り
と
灯
る
裸
電
球
。
そ
の
下
で
額
に
汗
し
、

レ
コ
ー
ド
の
音
楽
を
よ
そ
に
土
の
器
へ
模
様

を
刻
む
の
は
陶
芸
家
の
四
元
誠
さ
ん
（
41
）。

国
分
川
内
の
工
房
「
琴こ

と

鳴な
り

堂ど
う

」
で
縄
文
土
器

や
薩
摩
焼
な
ど
日
本
の
古
代
か
ら
近
代
ま
で

の
“
触
る
こ
と
が
で
き
る
”
土
器
や
陶
磁
器

な
ど
を
復
元
・
制
作
し
て
い
ま
す
。

き
っ
か
け
は
、
国
分
の
上
野
原
台
地
で
遺

跡
の
発
掘
調
査
が
始
ま
っ
た
昭
和
61
年
。
歴

史
に
多
少
の
興
味
が
あ
り
、
調
査
に
ア
ル
バ

イ
ト
で
参
加
し
た
高
校
生
の
四
元
さ
ん
は
、

自
ら
の
手
で
土
器
を
発
掘
。
以
来
、
土
器
の

持
つ
魅
力
に
夢
中
に
な
り
ま
す
。

「
面
白
い
の
は
“
人
間
ら
し
さ
”。
土
器
に

は
欠
け
た
跡
や
描
き
直
さ
れ
た
模
様
な
ど
、

明
ら
か
に
古
代
人
が
失
敗
し
た
証
拠
が
残
っ

て
い
る
ん
で
す
。
彼
ら
も
私
た
ち
み
た
い
な

失
敗
を
す
る
ん
だ
な
と
思
っ
て
、
古
代
の
暮

ら
し
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
」

四
よつ

元
もと

 誠
まこと

さん（41）
27歳で国分川内に自らの工房「琴
鳴堂」を開き独立。趣味は料理、
新聞・漫画などさまざまなジャンル
の読書。黒じょかなどのミニチュ
ア陶器や土偶、埴輪なども制作。
国分川内在住。

ま
た
、
土
器
や
陶
器
の
魅
力
を
手
軽
に

知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア
土
器
や

陶
器
の
販
売
を
行
い
、
地
域
に
伝
わ
る
文
化

や
気
候
風
土
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と

陶
芸
教
室
な
ど
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

土
器
は
創
造
へ
の
き
っ
か
け

土
器
の
性
能
と
魅
力
を
現
代
に
よ
み
が
え

ら
せ
る
四
元
さ
ん
で
す
が
「
土
器
に
触
れ
る

こ
と
は
新
た
な
創
造
へ
の
き
っ
か
け
に
す
ぎ

な
い
」
と
話
し
ま
す
。

現
在
は
、
全
国
で
開
催
さ
れ
る
体
験
型
の

展
示
や
イ
ベ
ン
ト
に
復
元
土
器
を
提
供
し
、

そ
の
研
究
の
た
め
床
が
抜
け
る
ほ
ど
膨
大
な

資
料
と
日
々
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。
奈
良
県

で
開
催
さ
れ
た
、
奈
良
時
代
の
復
元
食
器
に

当
時
の
料
理
を
盛
り
付
け
来
場
者
が
実
際
に

食
べ
ら
れ
る
催
し
は
大
好
評
で
し
た
。
味
覚

や
触
覚
な
ど
を
介
し
て
、
多
く
の
人
が
昔
の

文
化
や
知
恵
に
興
味
を
示
し
た
こ
と
に
大
き

な
手
応
え
を
感
じ
た
と
い
い
ま
す
。

「
古
代
の
出
土
品
は
、
現
地
の
限
ら
れ
た

物
を
、
知
恵
を
絞
っ
て
工
夫
し
た
証
し
。
ど

の
土
地
に
も
眠
っ
て
い
る
素
材
や
可
能
性
が

あ
り
、
努
力
次
第
で
良
い
も
の
を
生
み
出
せ

る
の
だ
と
教
え
て
く
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

私
は
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
気
付
く
き
っ
か
け

を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
」

人
間
ら
し
さ
を
包
み
隠
さ
ず
現
代
に
伝
え

る
土
器
。四
元
さ
ん
の
作
品
に
触
れ
る
と「
失

敗
し
て
も
い
い
、
創
造
へ
の
一
歩
を
踏
み
出

そ
う
」
と
背
中
を
押
し
て
く
れ
ま
す
。

琴鳴堂のFacebookページから
四元さんの活動がご覧いただけます。17  Kirishima City Public Relations, 2014.10, Japan 広報きりしま  16
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薩
摩
藩
の
財
政
再
建
　
そ
の
❶

万
両
に
達
し
ま
し
た
。

薩
摩
藩
の
負
債
の
推
移
は
次
の
通
り
で
す
。

元
和
二
（
一
六
一
六
）年　
　
　
　

２
万
両

寛
永
九
（
一
六
三
二
）年　
　
　
　

14
万
両

寛
永
十
七（
一
六
四
〇
）年　
　
　
　

38
万
両

寛
延
二
（
一
七
四
九
）年　
　
　
　

56
万
両

宝
暦
四
（
一
七
五
四
）年　
　
　
　

66
万
両

享
和
元
（
一
八
〇
一
）年　
　

１
１
７
万
両

文
化
四
（
一
八
〇
七
）年　
　

１
２
６
万
両

文
政
十
二（
一
八
二
九
）年　
　

５
０
０
万
両

当
時
の
薩
摩
藩
の
５
０
０
万
両
の
負
債
は

利
息
だ
け
で
年
80
万
両
を
超
え
て
い
ま
す
。

薩
摩
藩
の
年
収
が
12
～
14
万
両
で
あ
っ
た
こ

と
を
考
慮
す
る
と
実
質
的
に
は
返
済
不
可
能

で
あ
り
、
破
産
状
態
に
陥
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
薩
摩
藩
第
８
代
藩
主
島し

ま

津づ

重し
げ

豪ひ
で

は
、

唐か
ら

物も
の

貿
易
で
成
功
し
た
調ず

所し
ょ

広ひ
ろ

郷さ
と

の
手
腕
に

注
目
。
下
級
藩
士
で
あ
り
な
が
ら
財
政
改
革

の
担
当
に
大
抜
擢
し
ま
し
た
。
天
保
元
（
一

八
三
〇
）
年
十
二
月
に
は
、
三
カ
条
か
ら
成

る
１注

朱し
ゅ

印い
ん

状じ
ょ
うを
与
え
、
財
政
再
建
の
全
権
を

任
せ
ま
す
。
朱
印
状
の
内
容
は
次
の
通
り
で

す
。

①�

十
年
間
で
50
万
両
の
積
立
金
を
つ
く
る
こ

と
。

②�

そ
の
外
に
平
時
な
ら
び
に
非
常
時
の
手
当

て
（
予
備
金
）
も
蓄
え
る
こ
と
。

③
古
い
借
証
文
を
取
り
返
す
こ
と
。

調
所
に
よ
る
財
政
再
建
の
て
ん
末
と
藩
の

そ
の
後
に
つ
い
て
は
、
次
回
紹
介
し
ま
す
。

（
文
責
＝
鈴
）

が
あ
っ
た
。

⑥�

徳
川
将
軍
家
や
公
家
と
の
婚
姻
に
際
し
、

多
額
な
出
費
を
要
し
た
。
特
に
、
享

き
ょ
う

保ほ

十

四
（
一
七
二
九
）
年
、
藩
主
継つ

ぐ

豊と
よ

へ
の
将

軍
家
養
女
で
あ
る
竹
姫
の
輿こ

し

入
れ
で
は
、

御ご

守し
ゅ

殿で
ん

（
竹
姫
の
住
ま
い
）
の
造
営
か
ら

豪
華
な
婚
礼
儀
式
、
２
０
０
人
も
の
女
中

を
抱
え
た
。
竹
姫
の
一
年
間
の
生
活
費
だ

け
で
も
５
０
０
０
両
余
り
を
要
し
た
。

二
、
薩
摩
藩
の
負
債
の
推
移

薩
摩
藩
の
慢
性
的
な
財
政
赤
字
は
、
江
戸

時
代
初
期
か
ら
始
ま
り
、
元げ

ん

和な

二
（
一
六
一

六
）
年
に
は
２
万
両
、
治
水
工
事
の
始
ま
る

宝
暦
四
年
に
は
66
万
両
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
も
、
安あ

ん

永え
い

の
桜
島
噴
火
（
一
七
七
九

年
）
に
よ
る
田
畑
の
損そ

ん

壊か
い

や
数
度
の
江
戸
藩

邸
火
災
な
ど
が
重
な
り
ま
す
。
代
々
の
家
老

た
ち
も
改
革
や
倹
約
令
を
試
み
た
も
の
の
、

藩
の
負
債
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
天て

ん

明め
い

八
（
一
七
八
八
）
年
の
京
都

大
火
で
御
所
が
炎
上
、
藩
邸
も
類
焼
。
御
所

造
営
料
20
万
両
の
上
納
を
命
ぜ
ら
れ
る
な
ど
、

宝
暦
の
治
水
工
事
か
ら
約
80
年
た
っ
た
文ぶ

ん

政せ
い

十
二
（
一
八
二
九
）
年
に
は
つ
い
に
５
０
０

費
用
は
石
高
に
比
例
し
た
た
め
、
薩
摩
藩

は
莫
大
な
負
担
を
強
い
ら
れ
た
。
特
に
宝ほ
う

暦れ
き

四（
一
七
五
四
）年
か
ら
始
ま
っ
た「
木

曽
三さ

ん

川せ
ん

治
水
工
事
」
は
90
余
名
の
死
者
と

40
万
両
も
の
費
用
が
か
か
り
、
藩
財
政
に

致
命
傷
を
与
え
た
。

④�

藩
内
は
生
産
性
の
低
い
火
山
灰
土
壌
（
シ

ラ
ス
）
に
広
く
覆
わ
れ
て
お
り
、
や
せ
た

土
地
が
多
く
、
稲
作
や
野
菜
の
生
産
に
適

し
た
土
地
が
少
な
か
っ
た
。

⑤�

台
風
や
火
山
噴
火
、
土
砂
崩
れ
な
ど
の
自

然
災
害
が
多
く
、
特
に
霧
島
山
噴
火
、
桜

島
噴
火
の
火
山
灰
に
よ
っ
て
多
大
な
被
害

現
在
の
熊
本
県
に
あ
た
る
肥ひ

後ご

の
石
工

「
岩い

わ

永な
が

三さ
ん

五ご

郎ろ
う

」
は
、
江
戸
時
代
末
期
、
甲こ

う

突つ
き

川が
わ

の
五ご

石せ
っ

橋き
ょ
うや
国
分
広
瀬
の
小こ

村む
ら

新
田
護

岸
、福
山
の
地じ

頭と
う

仮
屋
跡
（
旧
福
山
小
学
校
）

の
石
垣
な
ど
、
薩
摩
藩
内
の
石
造
構
築
物
を

多
く
手
掛
け
ま
し
た
。
そ
の
薩
摩
藩
は
当
時
、

深
刻
な
財
政
難
に
苦
し
ん
で
い
ま
し
た
。
多

額
の
費
用
が
か
か
る
土
木
事
業
を
な
ぜ
行
う

こ
と
が
で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
「
薩
摩
藩
の
天て

ん

保ぽ
う

の
改
革
」
と
い

わ
れ
た
財
政
再
建
改
革
で
捻
出
し
た
資
金
の

お
か
げ
で
し
た
。
今
回
か
ら
２
回
に
わ
た
り
、

そ
の
資
金
に
ま
つ
わ
る
型
破
り
な
財
政
再
建

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

一
、
薩
摩
藩
の
財
政
難
の
実
情

薩
摩
藩
の
石こ

く

高だ
か

は
77
万
石
と
い
わ
れ
、
加

賀
藩
１
０
２
万
石
に
次
ぐ
第
二
の
大
藩
で
し

た
。
し
か
し
他
藩
に
比
べ
地
域
性
や
身
分
構

成
に
欠
陥
が
あ
り
、
江
戸
時
代
当
初
か
ら
財

政
難
に
苦
し
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
要
因
は

次
の
と
お
り
で
す
。

①�

武
士
の
割
合
が
お
よ
そ
25
％
と
非
常
に
多

か
っ
た
（
他
藩
の
平
均
は
５
％
ほ
ど
）。

②�

薩
摩
藩
の
石
高
77
万
石
は
籾も

み

高
で
あ
り
、

玄
米
高
に
す
れ
ば
お
よ
そ
半
分
の
36
万
石

程
度
だ
っ
た
。

③�

幕
府
が
諸
大
名
に
命
じ
た
御お

手て

伝つ
だ
い

普ぶ

請し
ん

の

霧島山が国立公園に指定されて80周年。国立公園をもっと知って、もっ
と楽しむためのシリーズ第６回は、えびのエコミュージアムセンター
の柳田蓉

よう

子
こ

さんの案内で、米国ロサンゼルス市出身の霧島市国際交流
員アレクサンダー・シャピロが、えびの高原「池巡り自然探勝路」を散
策してきました。

故
郷
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
市
近
く

に
あ
る
「
ヨ
セ
ミ
テ
国
立
公
園
」

に
は
何
度
も
行
き
ま
し
た
が
、
霧

島
山
は
初
め
て
来
ま
し
た
。

ア
カ
マ
ツ
の
幹
が
高
く
ま
っ
す

ぐ
伸
び
て
い
る
の
が
と
て
も
き
れ

い
。
ヨ
セ
ミ
テ
の
登
山
道
は
岩
が

転
が
り
自
然
そ
の
ま
ま
の
道
で
す

が
、
こ
ち
ら
は
よ
く
整
備
さ
れ
て

い
て
歩
き
や
す
か
っ
た
で
す
。

霧
島
山
は
山
頂
の
近
く
ま
で
木

に
覆
わ
れ
て
い
た
り
、
倒
れ
た
木

一
面
に
苔
が
生
え
て
い
た
り
し
て
、

緑
が
と
て
も
き
れ
い
で
す
。
道
は

大
き
な
ス
ギ
、
カ
エ
デ
、
ミ
ズ
ナ

ラ
な
ど
に
囲
ま
れ
、
自
然
の
ト
ン

ネ
ル
み
た
い
で
し
た
。

木
々
に
囲
ま
れ
た
透
明
感
の
あ

る
湖
を
見
て
、
思
わ
ず
故
郷
の
湖

「
ジ
ュ
ー
ン
レ
イ
ク
」
を
思
い
出

し
ま
し
た
。
韓
国
岳
は
噴
火
で
欠

け
た
火
口
が
ラ
ク
ダ
の
背
中
み
た

い
な
形
で
珍
し
く
て
面
白
い
で
す
。

絶
景
を
見
な
が
ら
食
べ
た
、
手
作

り
の
ス
テ
ー
キ
や
レ
ー
ズ
ン
入
り

お
に
ぎ
り
は
一
味
違
う
お
い
し
さ

で
し
た
。
と
て
も
楽
し
い
散
歩
に

な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
本
番
を
迎
え
る
紅
葉

を
ぜ
ひ
見
に
行
き
た
い
で
す
。

（
体
験
ル
ポ
＝
ア
レ
ッ
ク
ス
）

火口湖に映える紅葉を訪ねて

シリーズ❻

注１：朱印を押した公文書

当時の面影を残す小村新
田水門。国分広瀬の国分
隼人クリーンセンター南側
堤防にあるえびの高原

池巡り自然探勝路
所要時間：約２時間30分
距離：5.6㎞

３つの火口湖をはじめ、四季の変化に富んだ雄大な自然を満喫できる人気のト
レッキングコース。霧島山ならではの多様な動植物も観察でき、10月末から11
月初旬には紅葉の絶景を楽しむことができます。

歩きやすいコースで、霧島の自然を満喫できますよ

緑豊かな自然と

火口湖の美しさに

感動しました

◦�天候が変わりやすいので雨具や防寒着などを用意しましょう。
◦�日没時刻を確認し、早目の出発、帰着を心掛けましょう。
◦�事前にコースや火山情報を入手しておきましょう。
◦�ごみなどは絶対に捨てないようにしましょう。
◦�植物や石などは持ち帰らないようにしましょう。
◦�シカに餌を与えないようにしましょう。
◦�コース上にトイレはありませんので事前に済ませておきましょう。

30

1

白紫池
六観音御池

不動池

硫黄山
1,317m

至小林市

至霧島市

至えびの
市街地

白鳥山
1,363m

白鳥山北展望台

白鳥山登山道分岐

えびの展望台

六観音御池展望台

二湖パノラマ展望台

韓国岳
1,700m

▲

▲

▲

えびのエコ
ミュージアム
センター

※白鳥山に登らないコースは約１時間30分、4.3㎞。

不動池／直径約 200m、水深 9m。弱酸性で湖の色はコバルトブルーをしている。
六観音御

み

池
い け

／直径約 500m、水深 14m。六観音御池展望台から見られる紅葉が一番の見どころ。

白
びゃく

紫
し

池
い け

／直径 250m、水深２m未満。冬は湖面が凍結し、以前は天然のスケート場として利用されていた。

（防波堤の拡大）

霧
島
市
国
際
交
流
員

ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・

シ
ャ
ピ
ロ

（
ア
レ
ッ
ク
ス
）

今
回
の
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー

え
び
の
エ
コ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー

柳
田
蓉
子
さ
ん

六観音御池の紅葉秋の不動池

白鳥山山頂から見た白紫池と韓国岳

3つの火口湖
火山の噴火口に

水がたまってできた湖

スタート

入山の
注意点

19  Kirishima City Public Relations, 2014.10, Japan 広報きりしま  18

histo
ry &

 na
tio

na
l p

a
rk



お
知
ら
せ

活
発
な
市
民
活
動
に

補
助
金
を
交
付

市
で
は
、
共
生
・
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
市
民
活

動
を
行
う
皆
さ
ん
か
ら
公
益
的
な

事
業
の
企
画
を
募
集
し
、
選
考
審

査
の
上
、
経
費
の
一
部
を
補
助
し

て
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
の
事
業
を
募
集
す

る
た
め
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

平
成
25
年
度
に
採
択
さ
れ
た
中
か

ら
３
団
体
が
事
業
成
果
を
発
表
し

ま
す
の
で
、
市
民
活
動
に
興
味
が

あ
る
方
は
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

⃝
�

日
時
＝
10
月
24
日（
金
）

 

午
後
２

時
～
４
時

⃝
�

場
所
＝
国
分
公
民
館
大
研
修
室

◎�

�問・�申
＝
共
生
協
働
推
進
課
☎

（
64
）０
９
８
８

「
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
送
金
指
示
」は

詐
欺
を
疑
い
ま
し
ょ
う

電
話
で
市
役
所
な
ど
公
的
機
関

の
職
員
を
か
た
り
、
医
療
費
な
ど

の
還
付
金
手
続
き
と
称
し
て
Ａ
Ｔ

Ｍ
へ
誘
導
、
送
金
さ
せ
る
「
還
付

金
詐
欺
」
の
被
害
が
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
。

公
的
機
関
の
職
員
が
電
話
で
還

付
金
受
け
取
り
の
た
め
に
Ａ
Ｔ
Ｍ

で
操
作
を
行
う
よ
う
指
示
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
期
限
が
今

日
ま
で
」
な
ど
と
せ
か
し
、
冷
静

に
考
え
た
り
周
囲
に
相
談
し
た
り

す
る
余
裕
を
与
え
な
い
こ
と
も
特

徴
で
す
。

「
還
付
金
が
あ
る
」「
払
い
戻
し
が

あ
る
」と
電
話
が
あ
っ
た
と
き
は
、

還
付
金
詐
欺
を
疑
い
ま
し
ょ
う
。

◎�
�問
＝
霧
島
市
消
費
生
活
セ
ン
タ 

ー
☎（
64
）０
９
６
４

大
規
模
な
土
地
取
り
引
き
に
は

届
け
出
を

一
定
面
積
以
上
の
大
規
模
な
土

地
取
引
に
は
、
契
約
締
結
の
前
後

に
届
け
出
が
必
要
で
す
。
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■�

国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く
届

け
出

契
約
を
締
結
し
た
日
（
予
約
を

含
む
）
か
ら
起
算
し
て
２
週
間
以

内
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

⃝
�

届
け
出
の
対
象
＝
土
地
の
取
得
者

⃝
�

届
け
出
を
必
要
と
す
る
面
積
＝

【
都
市
計
画
区
域
内
】
５
０
０

０
平
方
㍍
以
上
、【
都
市
計
画

区
域
外
】
１
万
平
方
㍍
以
上

■�

公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す

る
法
律
に
基
づ
く
届
け
出

契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
日

の
３
週
間
以
上
前
ま
で
に
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。

⃝
�

届
け
出
の
対
象
＝
土
地
の
所
有

者
（
譲
渡
人
）

⃝
�

届
け
出
を
必
要
と
す
る
面
積
＝

【
都
市
計
画
区
域
内
】
１
万
平

方
㍍
以
上
、【
都
市
計
画
施
設

な
ど
の
区
域
内
】
２
０
０
平
方

㍍
以
上

※�

１
０
０
０
平
方
㍍
以
上
の
開
発

行
為
を
す
る
場
合
は
、
協
議
ま

た
は
許
可
な
ど
が
必
要
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎�

�問
＝
都
市
計
画
課
都
市
計
画
第

１
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
０
８

麓
第
一
土
地
区
画
整
理
事
業
の

事
業
計
画
を
変
更
し
ま
し
た

９
月
５
日
に
事
業
計
画
の
変
更

（
第
７
回
）
の
公
告
を
行
な
い
ま

し
た
。
事
業
計
画
書
は
区
画
整
理

課
に
て
閲
覧
で
き
ま
す
。

◎�

�問
＝
区
画
整
理
課
業
務
第
２
グ

ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
８
９

生
涯
設
計
セ
ミ
ナ
ー

「
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
の
過
ご
し

方
」
を
テ
ー
マ
に
、
フ
ァ
イ
ナ
ン

シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
小
野
祥
子

さ
ん
が
身
近
な
金
融
商
品
や
資
産

管
理
の
注
意
点
、
社
会
保
障
制
度

な
ど
に
つ
い
て
講
演
し
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
11
月
21
日（
金
）午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分

⃝
�

場
所
＝
国
分
公
民
館
大
会
議
室

⃝
�

対
象
＝
県
内
に
居
住
す
る
55
歳

以
上
の
方

⃝
�

定
員
＝
先
着
50
人

⃝
�

受
講
料
＝
無
料

⃝
�

申
込
期
限
＝
11
月
14
日（
金
）

◎�

�問・�申
＝
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会
☎
０
９
９
（
２

０
６
）５
４
２
２

鹿
児
島
矯
正
展

刑
務
所
な
ど
矯
正
施
設
の
業
務

内
容
を
紹
介
し
、
受
刑
者
の
社
会

復
帰
支
援
へ
理
解
を
求
め
る
た
め
、

受
刑
者
の
生
活
が
分
か
る
展
示
や

刑
務
作
業
作
品
の
展
示
即
売
な
ど

を
行
い
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
10
月
25
日（
土
）午
前
10

時
～
午
後
４
時
、
26
日（
日
）午

前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

⃝
�

場
所
＝
鹿
児
島
刑
務
所
（
湧
水

町
中
津
川
１
７
３
３
）

◎�

�問
＝
鹿
児
島
刑
務
所
☎（
75
）２

０
２
５

「
霧
島
市
く
ら
し
の
便
利
帳
」を

全
世
帯
へ
配
布
し
ま
す

市
で
は
、
市
役
所
で
行
う
各
種

手
続
き
の
行
政
情
報
を
は
じ
め
、

市
内
の
見
所
や
魅
力
な
ど
を
掲
載

し
た「
霧
島
市
く
ら
し
の
便
利
帳
」

を
官
民
協
働
に
よ
り
㈱
サ
イ
ネ
ッ

ク
ス
と
共
同
作
成
し
ま
し
た
。

10
月
末
か
ら
12
月
中
旬
の
間

に
、
市
内
の
全
世
帯
に
配
布
し
ま

す
。
新
た
に
市
内
に
転
入
さ
れ
た

方
に
は
転
入
手
続
き
の
際
、
本
庁

市
民
課
、
隼
人
市
民
福
祉
課
、
各

総
合
支
所
市
民
福
祉
課
、
福
山
市

民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
お
渡
し

し
ま
す
。

◎�

�問
＝
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
グ

ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
５
５

鳥
獣
被
害
か
ら

農
林
水
産
物
を
守
り
ま
し
ょ
う

鳥
獣
の
田
畑
へ
の
侵
入
を
防
止

す
る
柵
の
設
置
に
つ
い
て
国
が
補

助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

⃝
�

補
助
対
象
＝
電
気
柵
、
被
害
防

止
柵
（
ネ
ッ
ト
、
金
網
な
ど
）

⃝
�

補
助
額
＝
【
業
者
に
防
止
柵
設

置
を
委
託
す
る
場
合
】
費
用
の

２
分
の
１
以
内
の
金
額
、【
申

請
者
が
自
ら
防
止
柵
を
設
置
す

る
場
合
】
資
材
費
の
全
額

※�

１
㍍
当
た
り
の
金
額
に
制
限
が

あ
り
ま
す
。

⃝
�

要
件
＝
農
家
３
人
以
上
で
申
請

す
る
こ
と

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎�

�問・�申
＝
農
政
畜
産
課
☎（
64
）

０
９
１
０
、
各
総
合
支
所
産
業

建
設
課

福
山
高
校
夜
間
説
明
会

学
校
概
況
や
各
学
科
な
ど
に
つ

い
て
説
明
し
ま
す
。（
申
込
不
要
）

⃝
�

期
日
／
場
所
＝
11
月
６
日（
木
）

／
国
分
公
民
館
中
会
議
室
、
19

日（
水
）／
福
山
高
校

⃝
�

時
間
＝
午
後
７
時
～
８
時

⃝
�

対
象
＝
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

◎�

�問
＝
福
山
高
校
☎（
56
）
２
７

３
４

募
　
集

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

国
分
・
隼
人
地
区
の
市
営
住
宅

の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

申
し
込
み
は
団
地
ご
と
に
受
け

付
け
（
１
世
帯
１
団
地
に
限
る
）、

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り

ま
す
。

⃝
�

申
込
書
の
配
布
・
受
付
期
間
＝

10
月
14
日（
火
）～
24
日（
金
）

⃝
�

抽
選
日
＝
11
月
４
日（
火
）

※�

申
し
込
み
に
つ
い
て
は
所
得
制

限
な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

※�

中
所
得
者
向
け
の
特
定
公
共
賃

貸
住
宅
や
国
分
・
隼
人
地
区
を

除
く
市
営
住
宅
は
、
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
。

K I R I S H I M A  I N F O R M A T I O N

�問＝健康増進課  ☎（64）0905

�問＝議会事務局  ☎（64）0922

肺炎球菌・水
すい

痘
とう

、対象外になる前に接種を

※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先 ＝応募先
※　  ＝「健康マイレージ」対象の事業（20歳以上が対象）
健康マイレージについての問い合わせは、健康増進課健康づくり推進室 ☎（64）0905

ワクチン 肺炎球菌 水痘（水ぼうそう）

症　　状

日本人の三大死因の１つで、
発熱で咳、痰、呼吸時の胸の
痛み、息切れ、倦怠感などさ
まざまな症状が現れます。高
齢者は重症化しやすく、肺炎
で亡くなる方のうち95％以
上が65歳以上の方です。
原因は肺炎球菌の感染による
ものが多く、そのうちの80％
以上を今回のワクチン接種で
予防することができます。

帯状疱疹（たいじょうほうし
ん）ウイルスの感染により、5
歳までに約80％の子どもが
かかるといわれる感染力の強
い病気です。
40℃以上の発熱の可能性も
あります。発疹は水疱状にな
り、かゆみで引っかくと、細
菌の二次感染を起こし痕が残
ることがあります。

対　　象

①�平成27年3月31日までに、
65・70・75・80・85・90・
95・100歳になる方

②�【平成26年度のみ】100歳以
上の方

③�60 〜 64歳で、心臓、腎臓、
呼吸器の機能、またはヒト
免疫不全ウイルスにより免
疫の機能に障害を抱える方

※�霧島市指定様式の診断書の
提出が必要

◦�接種日当日で生後１歳～３
歳未満児（予診票を同封し
ます）

◦�【平成26年度のみ】これま
で水痘ワクチンを接種して
いない３歳～５歳未満児は
１回接種できます（お知ら
せ文のみ送付します）

接種期間 10月6日（月）～平成27年3
月31日（火）

10月1日（水）～平成27年３
月31日（火）

接種回数
生涯1回接種

※�以前に接種したことのある
方は接種できません

2回接種
（3か月以上の間隔を空けます）

自己負担額 3,500円
※生活保護受給者は無料 無料

通知方法 対象の①②に個別通知 対象に個別通知
予診票の色

注意事項

今年度の対象の方で、未接種
の方は、来年度以降は公費対
象者から外れ全額自己負担に
なります。

過去に任意接種で受けていた
場合は、今回の回数に含まれ
ます。これまで水ぼうそうに
かかった方は接種する必要は
ありません。

平成26年10月の予防接種法の改正により、市では次の2つの予防接種
を実施します。一部を除き対象者には個別に通知しますので、内容をよ
く確認し、接種するようお願いします。

議員と語ろかいを開催します
市政に対するご質問、地域の課題などありませ
んか。「議員と語ろかい」は、議員が地区に出向き、
議会の活動状況を報告し、地域が抱えるさまざま
な問題を市民の皆さんと一緒になって考え、意見
交換をする場です。どなたでも参加できます。
期日 時間 会　　　　場

11/5
（水）

10:30 ～
12:00 福山 比曽木野地区公民館

（佳例川4644-1）

19:00 ～
20:30

国分 川内地区コミュニティセンター
（川内587-1）

牧園 中津川地区公民館
（下中津川1296-5）

隼人 松永地区公民館（松永1731-2）

11/6
（木）

19:00 ～
20:30

国分 松木地区公民館
（松木町1581-6）

溝辺 玉利公民館（麓1031-2）

横川 紫尾田活性化センター
（上ノ3755-5）

霧島 霧島小学校（田口2255）
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◎�

�問・�申
＝
国
分
隼
人
地
区
は
建

築
住
宅
課
住
宅
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）

０
９
０
９
、
そ
の
ほ
か
の
地
区

は
各
総
合
支
所
産
業
建
設
課

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
主
催
講
座

⃝
�

会
場
＝
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

⃝
�

定
員
＝
20
人
（
申
込
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

⃝
�

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
に
講

座
番
号
、
講
座
名
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
郵
送
。

⃝
�

受
講
決
定
＝
は
が
き
で
通
知
。

◎�

�問・�申
＝
メ
ディ
ア
セ
ン
タ
ー
☎

（
64
）０
９
１
９
、
〒
８
９
９
︲
４

３
９
４
国
分
中
央
三
丁
目
45
︲
１

隼
人
富
隈
地
区
徘
徊
模
擬

訓
練
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

認
知
症
徘
徊
役
の
モ
デ
ル
を
複

数
配
置
し
、
家
庭
や
地
域
で
役
立

つ
認
知
症
の
方
へ
の
声
掛
け
練
習

を
行
い
ま
す
。（
参
加
無
料
・
申

込
不
要
）

⃝
�

日
時
＝
11
月
３
日（
月
・
祝
）午

前
９
時
～
11
時
（
受
付
＝
午
前

８
時
30
分
か
ら
）

⃝
�

場
所
＝
富
隈
地
区
公
民
館

⃝
�

対
象
＝
ど
な
た
で
も

◎�

�問
＝
小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
神

宮
☎（
73
）７
０
０
５
、
隼
人
市

民
福
祉
課

楽
に
で
き
る
運
動
で

介
護
不
要
の
生
活
を

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
を
利
用

し
た
運
動
を
中
心
に
、
栄
養
・
口

の
健
康
づ
く
り
を
組
み
合
わ
せ
た

「
パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」

教
室
を
行
い
ま
す
。（
参
加
無
料
・

無
料
送
迎
有
り
）

⃝
�

日
時
＝
Ａ
コ
ー
ス
：
12
月
23
日

～
３
月
24
日
（
毎
週
火
・
木
曜
）、

Ｂ
コ
ー
ス
：
12
月
24
日
～
３
月

25
日
（
毎
週
水
・
金
曜
）

※
１
回
２
時
間
程
度
、
全
25
回

⃝
�

場
所
＝
い
き
い
き
国
分
交
流
セ

ン
タ
ー

⃝
�

対
象
＝
足
腰
の
筋
力
低
下
や
飲

み
込
み
が
気
に
な
る
65
歳
以
上

の
方
（
介
護
認
定
を
受
け
て
い

る
方
を
除
く
）

⃝
�

申
込
期
限
＝
11
月
28
日（
金
）

⃝
�

定
員
＝
各
コ
ー
ス
７
人
程
度

※�

申
し
込
み
後
に
訪
問
調
査
が
あ

り
ま
す
。

◎�

�問・�申
＝
霧
島
市
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
☎（
48
）７
９
７
９

天
降
川
地
区
共
同

利
用
施
設
自
主
講
座

■�

コ
ー
ヒ
ー
好
き
の
た
め
の
カ
フ
ェ

教
室

コ
ー
ヒ
ー
の
お
い
し
い
入
れ
方

を
学
び
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
11
月
７
日（
金
）午
前
10

時
～
正
午

⃝
�

定
員
＝
先
着
20
人
（
10
人
以
上

か
ら
実
施
）

⃝
�

持
っ
て
く
る
物
＝
マ
グ
カ
ッ
プ

⃝
�

受
講
料
＝
１
０
８
０
円

⃝
�

申
込
方
法
＝
直
接
ま
た
は
電
話

◎�

�問・�申
＝
天
降
川
地
区
共
同
利

用
施
設
☎（
43
）１
９
５
１

上
床
運
動
公
園

硬
式
テ
ニ
ス
教
室（
後
期
）

⃝
�

期
日
＝
11
月
１
日
～
29
日
（
毎

週
土
曜
、
全
５
回
）

⃝
�

時
間
＝
午
後
７
時
～
９
時

⃝
�

対
象
＝
成
人
男
女

⃝
�

定
員
＝
先
着
30
人

⃝
�

受
講
料
＝
２
５
０
０
円

⃝
�

受
付
＝
10
月
14
日（
火
）か
ら

◎�

�問・�申
＝
溝
辺
上
床
運
動
公
園  

☎（
58
）２
４
５
１

国
際
交
流
員
と
交
流
し
よ
う

⃝
�

定
員
＝
各
先
着
15
人

※�

電
話
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

申
込
少
数
の
場
合
は
、
中
止
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◎�

�問・�申
＝
企
画
政
策
課
国
際
交

流
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
１
４

地
元
の
食
材
で
調
理
教
室

地
元
の
食
材
を
使
っ
て
、
旬
の

魚
の
さ
ば
き
方
、
農
産
物
の
調
理

法
を
学
び
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
11
月
８
日（
土
）午
前
10

時
～
午
後
３
時

⃝
�

場
所
＝
国
分
営
農
研
修
セ
ン

タ
ー（
国
分
広
瀬
二
丁
目
20
‐
２
）

⃝
�

対
象
＝
市
内
在
住
で
20
歳
以
上

の
方

⃝
�

定
員
＝
10
人

⃝
�

持
っ
て
く
る
物
＝
包
丁
（
魚
が

さ
ば
け
る
も
の
）

⃝
�

参
加
料
＝
１
０
０
０
円

⃝
�

申
込
方
法
＝
氏
名
（
ふ
り
が

な
）、
生
年
月
日
、
住
所
、
電

話
番
号
を
記
入
し
、
は
が
き
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
で
。（
申
込
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

⃝
�

申
込
期
限
＝
10
月
27
日（
月
）

◎�

�問・�申
＝
市
施
設
管
理
公
社
事

務
局
☎（
64
）０
９
２
１
、
℻（
64
）

０
６
８
３
、
〒
８
９
９
︲
４
３

３
２
国
分
中
央
三
丁
目
８
︲
１

市
民
囲
碁
大
会

⃝
�

日
時
＝
11
月
16
日（
日
）午
前
９

時
30
分
か
ら
（
受
付
＝
午
前
８

時
30
分
か
ら
）

⃝
�

場
所
＝
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

⃝
�

対
象
＝
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤

務
し
て
い
る
方

⃝
�

参
加
費
＝
１
０
０
０
円

⃝
�

申
込
期
限
＝
11
月
10
日（
月
）

⃝
�

申
込
方
法
＝
電
話
で
。

◎�

�問・�申
＝
市
国
分
老
人
囲
碁
同

好
会
【
清
藤
】
☎（
47
）４
３
２

１

相
　
談

特
設
人
権
相
談
所

霧
島
人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局

職
員
が
家
族
間
の
問
題
、
財
産
・

相
続
の
問
題
、
差
別
、
い
じ
め
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
に
関
す
る

相
談
に
応
じ
ま
す
。（
秘
密
厳
守
・

相
談
無
料
）

⃝
�

相
談
日
／
場
所

◦�

11
月
４
日（
火
）／
牧
園
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー

◦�

11
月
５
日（
水
）／
霧
島
総
合
支

所
◦�

11
月
18
日（
火
）／
横
川
健
康
温

泉
セ
ン
タ
ー

◦�

11
月
20
日（
木
）／
国
分
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー

⃝
�

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
３
時

※�

鹿
児
島
地
方
法
務
局
霧
島
支
局

で
は
、
平
日
の
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
常
設

相
談
所
も
開
設
し
て
い
ま
す
。

◎�

�問
＝
鹿
児
島
地
方
法
務
局
霧
島

支
局
☎（
45
）０
０
６
４

霧
島
・
大
隅
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

不
登
校
や
高
校
中
退
者
の
進
路

相
談
、
ニ
ー
ト
な
ど
の
就
労
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。（
秘
密
厳
守
・

相
談
無
料
）

⃝
�

日
時
＝
月
～
金
曜
、
午
前
９
時

～
午
後
６
時

⃝
�

場
所
＝
霧
島
・
大
隅
若
者
サ
ポ�

ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
国
分
中

央
三
丁
目
33
－
34
大
山
ビ
ル
）

⃝
�

対
象
＝
15
歳
～
39
歳
の
当
事
者

と
そ
の
家
族

◎�

�問
＝
霧
島
・
大
隅
若
者
サ
ポ
ー

ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
☎（
73
）７
８

６
６

税
務
署
で
の
相
談
は

事
前
に
予
約
を

具
体
的
書
類
や
事
実
関
係
の
確

認
が
必
要
な
場
合
な
ど
、
電
話
で

の
回
答
が
困
難
な
と
き
に
は
、
事

前
に
予
約
を
し
て
か
ら
所
轄
の
税

務
署
へ
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

税
金
の
納
付
相
談
や
確
定
申
告

時
期
の
申
告
書
作
成
会
場
へ
の
来

場
の
際
は
、
予
約
は
不
要
で
す
。

◎�

�問
＝
加
治
木
税
務
署
☎（
62
）２

１
６
１

法
務
局
の
登
記
相
談
は

予
約
が
必
要
で
す

鹿
児
島
地
方
法
務
局
管
内
の
登

記
相
談
は
事
前
に
電
話
で
の
予
約

が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

⃝
�

日
時
＝
月
～
金
曜
、
午
前
９
時

～
正
午
、午
後
１
時
～
４
時
30
分

◎�

�問・�申
＝
鹿
児
島
地
方
法
務
局

霧
島
支
局
☎（
45
）０
３
３
０

宅
地
建
物
取
引
無
料
相
談

弁
護
士
、
税
理
士
、
司
法
書
士
、

土
地
家
屋
調
査
士
が
宅
地
・
建
物

の
取
引
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま

す
。（
秘
密
厳
守
・
相
談
無
料
）

⃝
�

日
時
＝
11
月
18
日（
火
）午
前
10

時
～
午
後
３
時

⃝
�

場
所
＝
サ
ン
あ
も
り

◎�

�問
＝
鹿
児
島
県
宅
地
建
物
取
引

業
協
会
☎
０
９
９（
２
５
２
）７

１
１
１

※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先 ＝応募先
※　  ＝「健康マイレージ」対象の事業（20歳以上が対象）
健康マイレージについての問い合わせは、健康増進課健康づくり推進室 ☎（64）0905 K I R I S H I M A  I N F O R M A T I O N

■第９回霧島市誕生記念登山大会
今年で国立公園80周年を迎えた霧島山の大自然を体感しませんか。

◦�日時＝11月15日（土）午前９時30分～午後２時30分（受付＝午
前８時45分から）

◦�コース＝甑岳コース、韓国岳・大浪池コース
◦�参加費＝500円　◦�定員＝各コース先着80人
※�動きやすい服装で、登山用靴または登山用靴に近いものをご準
備ください。山の天候は変わりやすく、冷え込みますので、雨
具や防寒具をご準備ください。

■第９回森で過ごす癒やしの休日in霧島
県内で唯一、森林の持つ癒やし効果が科学的に認められている

森林セラピーロードを一緒に歩きませんか。
◦�日時＝11月22日（土）午前９時40分～午後３時（受付＝午前９
時から）

◦�集合場所＝牧園Ｂ＆Ｇ海洋センター
◦�参加費＝2,000円　◦�定員＝先着50人

【両イベント共通】
◦�申込方法＝参加申込用紙を記入し、直接か郵送またはファクスで。
※�申込用紙は観光課、隼人地域振興課、各総合支所地域振興課に
設置しています（市ホームページからもダウンロードできます）。

◦�申込期間＝10月20日（月）～ 11月５日（水）必着
�問＝観光課  ☎（64）0895

■きりしま紅葉祭り
◦�日時＝10月26日（日）午前９時～午後４時
◦�場所＝霧島神話の里公園
◦�内容＝県内の道の駅や市内の特産品販売店の出店、霧島九面太
鼓の演奏、ポン菓子・ねったぼ実演無料配布、ミコトくん・サク
ヤちゃん・霧島温泉大使アヒル隊長との記念撮影、霧島の秋写
真コーナーなど。

※荒天時には内容の変更あり
�問＝霧島神話の里公園  ☎（57）1711

講座
番号 講　座　名 期　　日 受講料 申込期限

（必着）

1103 仕事に役立つ
エクセル基礎講座

11/11（火）、12（水）
18：30～ 20：30 500円 10/28（火）

403 ワード2010基礎講座
入門コース

11/18（火）、19（水）
9：30～ 15：30 1,000円 11/ 4（火）

404 ワード2010基礎講座
ステップアップコース

11/20（木）、21（金）
9：30～ 15：30 1,000円 11/ 4（火）

韓国語教室 English Hour（英語で交流） 国際料理キッチン

日　時 11/6（木）
18：30 ～ 19：30

11/10（月） 初級18：00 ～ 19：00
中級19：10 ～ 20：10

11/17（月） 上級18：00 ～ 19：00
11/12（水）

18：00 ～ 20：30

場　所 国分公民館中研修室 国分公民館中会議室 国分公民館調理講義室
対　象 韓国語初・中級の方 霧島市民 霧島市民
参加費 無　料 無　料 500円

申込期限 11/4（火） 初・中級11/7（金）、上級11/14（金） 11/7（金）

備　考
韓国の国際交流員と時間
表現について勉強しま
しょう。

アメリカの国際交流員と英語で会
話しましょう。参加に関しては、1
人1つのレベルに限ります。

中国の国際交流員と四川
の人気料理「水

ス ェ イ ツ ユ イ

煮魚」を作
りましょう。

紅葉の霧島山を満喫しませんか
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Readers Voice

このコーナーは読者の皆さんからの
声を伝えるページです。
本誌への感想、霧島市への思いなど、
たくさんの声をお寄せください。

読者の声

c
o

m
m

u
n

i
t

y

人
生
も
60
歳
を
越
え
る
と
孫

の
成
長
を
見
る
に
つ
れ
健

康
で
長
生
き
が
信
条
と
な
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
う
い
う
思
い
の
と
き
、

９
月
号
の
特
集
「
健
幸
生
活
」
を

読
み
、
健
幸
と
い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ

と
と
も
に
健
康
の
大
切
さ
を
再
認

識
し
ま
し
た
。
手
始
め
に
お
茶
と

黒
酢
と
地
元
の
元
気
食
で
健
幸
生

活
に
努
め
な
け
れ
ば
と
思
う
こ
と

で
し
た
。（
霧
島
人
62
歳
男
性
）

特
集
「
健
幸
生
活
」
良
か
っ

た
で
す
。
全
て
の
基
本
は

健
康
で
あ
る
と
改
め
て
考
え
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
最
近
さ
ま
ざ
ま
な

体
の
不
調
が
多
く
、
気
分
が
落
ち

込
み
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
今

の
自
分
に
で
き
る
こ
と
か
ら
少
し

ず
つ
体
力
づ
く
り
を
始
め
た
い
で

す
。
お
茶
を
あ
ま
り
飲
ま
な
く

な
っ
て
い
る
の
で
、
霧
島
茶
を

買
っ
て
秋
の
夜
長
に
ゆ
っ
く
り
飲

ん
で
く
つ
ろ
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
Ｍ
・
Ｙ
43
歳
女
性
）

夫
の
故
郷
が
九
州
で
、
こ
の

度
初
め
て
霧
島
を
訪
れ
ま

し
た
。
そ
こ
で「
広
報
き
り
し
ま
」

の
美
し
い
表
紙
を
目
に
し
記
念
に

い
た
だ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
記

事
内
容
も
豊
富
で
す
ね
。「
健
幸

生
活
」
を
興
味
深
く
拝
読
し
、
早

速
「
茶
が
ら
入
り
肉
み
そ
炒
め
」

を
作
っ
て
み
ま
し
た
。
ヘ
ル
シ
ー

で
栄
養
が
あ
り
、
し
か
も
お
茶
の

風
味
が
よ
く
家
族
に
好
評
で
す
。

地
域
情
報
か
ら
お
料
理
レ
シ
ピ
、

本
の
紹
介
ま
で
あ
り
、
と
て
も
す

て
き
な
広
報
誌
で
す
ね
。
中
と
じ

の
絵
は
が
き
も
霧
島
の
魅
力
が
あ

ふ
れ
て
い
ま
す
ね
。
友
人
に
お
便

り
す
る
と
き
に
使
わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
自
然
や
文
化
に
触
れ
る

こ
と
の
で
き
る
霧
島
に
ま
た
出
か

け
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。（
Ｈ
・

Ｓ
58
歳
女
性
）

●

「
健
幸
生
活
」
に
は
、
ほ
か
に

も
た
く
さ
ん
の
お
便
り
を
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
自
分
に
で
き
る
こ
と
か
ら
少
し

ず
つ
取
り
組
ん
で
い
け
た
ら
い
い

で
す
ね
。
目
指
せ
「
健
幸
生
活
」。

９
月
号
の
表
紙
を
見
て
き
れ

い
だ
な
あ
と
思
っ
て
読
み

進
め
、
最
後
の
ペ
ー
ジ
を
見
る
と

地
元
横
川
町
の
写
真
だ
っ
た
。
空

き
缶
で
作
っ
た
風
鈴
と
あ
り
、
よ

く
見
返
す
と
本
当
に
空
き
缶
だ
。

結
婚
を
機
に
横
川
に
住
み
始
め
早

６
年
。
広
報
誌
を
通
じ
て
地
域
の

魅
力
を
再
発
見
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。（
の
ん
ち
ゃ
ん
マ
マ
38

歳
女
性
）

●

大
隅
横
川
駅
の
駅
舎
に
風
鈴
が

良
く
似
合
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
一

つ
一
つ
丁
寧
に
作
ら
れ
て
い
て
、

空
き
缶
と
は
思
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

夏
の
風
鈴
も
終
わ
り
、
季
節
は
秋

に
入
っ
て
い
き
ま
す
。

今
年
も
敬
老
の
日
が
や
っ
て

き
て
、
あ
ち
こ
ち
で
運
動

会
や
宴
会
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
行

事
が
あ
り
ま
し
た
。
私
の
地
区
の

敬
老
会
に
も
た
く
さ
ん
の
お
じ
い

ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
い
ら
っ

し
ゃ
り
、
に
こ
に
こ
し
て
と
て
も

幸
せ
そ
う
で
し
た
。
宴
会
が
始
ま

り
、
日
本
舞
踊
を
81
歳
の
方
が
、

元
気
体
操
を
90
歳
の
方
が
そ
れ
ぞ

れ
演
舞
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
盛

り
上
が
り
、
皆
さ
ん
に
感
動
を
与

え
て
お
ら
れ
、
私
も
涙
が
止
ま
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
人
の
人
生
は
い

ろ
い
ろ
で
す
が
、
い
つ
ま
で
も
元

気
で
楽
し
く
生
き
ら
れ
た
ら
い
い

な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
来

年
も
皆
さ
ん
の
笑
顔
に
会
い
に
行

き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。（
さ
ざ

え
さ
ん
74
歳
女
性
）

●

会
場
は
感
動
の
渦
だ
っ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
に

と
っ
て
、
目
標
と
な
る
先
輩
で
す

ね
。
元
気
な
高
齢
者
が
い
る
こ
と

で
、
地
域
も
元
気
が
出
ま
す
ね
。

秋
に
な
り
ま
し
た
ね
。
霧
島

に
は
秋
が
似
合
う
と
思
い

ま
す
。
登
山
や
キ
ャ
ン
プ
な
ど
、

ア
ク
テ
ィ
ブ
な
も
の
は
若
い
人
向

け
。
体
力
を
使
う
こ
と
が
お
っ
く

う
に
な
っ
た
り
、
一
度
に
た
く
さ

ん
の
こ
と
を
こ
な
す
の
が
し
ん
ど

い
世
代
に
は
、
一
つ
の
場
所
を
拠

点
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
楽
し
め

る
と
あ
り
が
た
い
。
紅
葉
を
見
な

が
ら
の
野の

点だ
て

、
ち
ょ
っ
と
足
を
延

ば
し
て
コ
ス
モ
ス
や
バ
ラ
を
眺
め

て
ア
ロ
マ
の
香
に
浸
る
。
秋
風
に

冷
え
た
指
を
温
め
て
く
れ
る
の
は

霧
島
の
お
茶
。
組
み
合
わ
せ
を
考

え
れ
ば
い
く
ら
で
も
自
分
な
り
の

旅
が
演
出
で
き
そ
う
で
す
。
暖
か

い
鹿
児
島
は
秋
が
短
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
逃
さ
な
い
よ
う
に

チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
ま
え
て
、
今
年

も
満
喫
し
た
い
で
す
。（
Ｍ
・
Ｋ

52
歳
女
性
）

●

い
ろ
い
ろ
な
楽
し
み
方
が
あ
り

ま
す
ね
。
今
年
の
紅
葉
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
短
い
秋
で
す
が
、
カ

メ
ラ
で
今
年
の
秋
を
追
い
か
け
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
内
の
ブ
ド
ウ
園
か
ら
愛
知

県
に
住
む
妹
の
家
に
ブ
ド

ウ
を
送
り
ま
し
た
。
高
価
な
品
で

三
房
し
か
送
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
妹
の
旦
那
さ
ん
は
あ

ま
り
の
お
い
し
さ
に
「
俺
は
食
わ

ん
で
い
い
か
ら
い
つ
も
稲
わ
ら
を

分
け
て
も
ら
っ
て
い
る
家
に
お
す

そ
分
け
す
る
」
と
一
房
持
っ
て
行

か
れ
た
そ
う
で
す
。
ヘ
ル
ニ
ア
で

苦
し
ん
で
い
る
妹
の
世
話
を
し
て

く
だ
さ
っ
て
、
優
し
い
心
遣
い
を

さ
れ
る
旦
那
さ
ん
を
知
る
こ
と
が

で
き
て
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
お
い
し
い
ブ
ド
ウ
を
作
っ
て

く
だ
さ
っ
た
ブ
ド
ウ
園
の
方
に
感

謝
し
ま
す
。（
エ
プ
ロ
ン
母
さ
ん

68
歳
女
性
）

●

心
温
ま
る
お
便
り
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
妹
さ
ん
の
ヘ
ル

こ
の
霧
島
で
食
の
思
い
出
を
い
っ

ぱ
い
作
っ
て
あ
げ
た
い
な
。（
あ

め
ち
ゃ
ん
43
歳
女
性
）

●

素
晴
ら
し
い
食
育
で
す
ね
。
お

母
さ
ん
の
気
持
ち
は
息
子
さ
ん
に

伝
わ
り
ま
す
よ
。
私
の
家
で
は
く

り
の
渋
皮
煮
が
秋
の
代
名
詞
で
し

た
。
母
が
亡
く
な
り
、
今
は
妻
の

作
る
渋
皮
煮
が
わ
が
家
の
秋
で
す
。

９
月
23
日
秋
分
の
日
、
墓
参

り
の
帰
り
、
生
ま
れ
故
郷

の
集
落
を
通
る
と
き
美
し
い
光
景

を
目
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
道
路

沿
い
の
家
々
に
国
旗
が
は
た
め
い

て
い
た
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
を
見

て
今
日
は
何
の
日
か
改
め
て
考
え

る
こ
と
で
し
た
。
私
の
家
で
も
そ

ニ
ア
、
少
し
で
も
快
方
に
向
か
う

と
い
い
で
す
ね
。

も
う
す
ぐ
小
学
生
に
な
っ
て

初
め
て
の
運
動
会
。
息
子

は
リ
レ
ー
の
練
習
や
ダ
ン
ス
、
何

も
か
も
が
新
鮮
な
よ
う
で
、
毎
日

練
習
し
た
様
子
を
話
し
て
く
れ
ま

す
。
運
動
会
の
お
弁
当
は
必
ず
く

り
ご
飯
だ
っ
た
の
が
私
の
思
い
出

で
す
。
今
思
え
ば
忙
し
い
中
、
栗

の
皮
を
む
い
て
季
節
の
も
の
を
食

べ
さ
せ
て
く
れ
た
母
に
感
謝
で
す
。

い
つ
か
味
の
記
憶
と
し
て
同
じ
よ

う
に
息
子
が
大
人
に
な
っ
た
と
き
、

「
運
動
会
に
は
く
り
ご
飯
だ
っ
た

な
ぁ
」
と
思
い
出
し
て
く
れ
た
ら

と
、
今
年
も
せ
っ
せ
と
く
り
の
皮

を
む
い
て
い
ま
す
。
食
材
豊
か
な

う
で
す
が
、
祝
日
に
国
旗
を
揚
げ

て
お
祝
い
を
す
る
と
い
う
日
本
古

来
の
風
習
が
だ
ん
だ
ん
薄
れ
て
い

く
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
こ
れ
か

ら
祝
日
に
は
国
旗
を
揚
げ
よ
う
と

思
い
ま
す
。（
田
原
の
父
74
歳
男
性
）

●

広
報
き
り
し
ま
お
知
ら
せ
版
で

は
、
毎
号
表
紙
に
「
祝
日
に
国
旗

を
掲
げ
ま
し
ょ
う
」
と
掲
載
し
て

い
ま
す
。
地
域
全
体
で
取
り
組
む

こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
活
性
化
に

も
つ
な
が
り
そ
う
で
す
ね
。

こ
の
ほ
か
12
通
の
お
便
り
を
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
文
章
は
紙
面
の
都
合
上
、
訂

正
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

恒吉美恵子さん（霧島）

�問＝�高千穂幼稚園  ☎（78）4125

高千穂幼稚園は高千穂小学校の
すぐ近くにあり、天気の良い

日には園庭から桜島や遠くは開聞岳
まで見ることができます。
月曜日から金曜日の午前10時か
ら正午まで園庭が開放されていて、
保育園や幼稚園に通っていない親子
が利用できます。
毎月１回は子育てサロンが行われ、
季節に合った行事が計画されていま
す。牧園町をはじめ、国分や隼人町
からもたくさんの親子が参加してい
ます。牧園町中津川から参加してい
る富尾千代絵さん（37）は、「昨年の
秋から参加しています。体操や製作
活動などメニューが充実していて毎
月の子育てサロンがとても楽しみで
す」と話していました。　
高千穂幼稚園子育てサポーターの
中村則子さん（43）は自らも4人の
子どもを育てられていて、子育てサ
ロンに来られたお母さんたちの良き
相談相手になっています。
園庭開放、子育てサロン、育児相
談とも無料で利用できます。

今回は牧園町にある「高千
穂幼稚園」をご紹介します。

富尾千代絵さん（37）、綾
あ や

ちゃん（２）

国道223号
霧島温泉郵便局

高千穂小学校
霧島市消防局
北消防署

跳び箱の上からジャンプ

高千穂幼稚園
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〈随ずいそう想〉

10PRESENTS

※読者プレゼントを提供してくださる方を募集しています。秘書広報課広報広聴グループ☎（64）0955 までご連絡ください。

『鹿児島黒牛 販売指定店認定証』が品質の良さを確証付けるこだわり
牛肉は、店主自らが吟味し１頭買いで仕入れる特撰黒毛和牛。その極
上の肉を豊富なミネラル分と遠赤外線効果でジューシーに焼く溶岩焼が
名物です。あふれるおいしさと焼酎が融合し、さらにうまさ広がります。
ぜひご賞味ください。バーベキュー宅配も年中やってます。

薩摩屋のお食事券（2,000円分）をプレゼント

今
こ
そ
、
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動

市
長
コ
ラ
ム

前
田
終
止

火
山
災
害
と
し
て
戦
後
最
悪

と
な
っ
た
御お

ん

嶽た
け

山さ
ん

の
噴
火
に
よ

り
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
皆

さ
ま
に
心
か
ら
お
悔
や
み
を
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
被
害

に
遭
わ
れ
た
皆
さ
ま
に
心
か
ら

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
平
成
19
年
に
環
霧
島
会

議
を
設
置
。
平
成
21
年
に
作
成

し
た
霧
島
火
山
防
災
マ
ッ
プ
は
、

平
成
23
年
１
月
の
歴
史
的
な
新

燃
岳
噴
火
の
防
災
対
策
に
役
立

ち
ま
し
た
。
噴
火
後
は
モ
ー
タ

ー
サ
イ
レ
ン
や
避
難
壕
、
戸
別

受
信
機
な
ど
の
設
置
や
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
マ
ッ
プ
の
作
成
、
関
係

機
関
と
連
携
し
た
防
災
訓
練
な

ど
の
対
策
を
講
じ
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
は
新
燃
岳
の
観
測
体
制

に
つ
い
て
も
強
化
を
図
っ
て
い

た
だ
き
、「
火
山
を
知
り
、
学

び
、
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
に
参
加

し
、
楽
し
む
こ
と
は
、
防
災
に

も
通
ず
る
」
と
確
信
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

活
火
山
を
有
す
る
自
治
体
の

市
長
と
し
て
、
御
嶽
山
で
の
火

山
災
害
に
遭
遇
さ
れ
た
関
係
者

の
皆
さ
ま
の
お
気
持
ち
を
察
す

る
と
き
無
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

よ
り
安
全
な
山
岳
利
用
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
と
連

携
を
密
に
し
な
が
ら
、
最
大
の

努
力
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と

決
意
を
新
た
に
い
た
し
ま
し
た
。

◎人口／127,611人（＋14）
男性／ 61,273人（－ 4）
女性／ 66,338人（＋18）
出生109人／死亡 96人
転入367人／転出357人
◎世帯数／59,508世帯（－28）

（平成26年９月１日現在）

ED
IT

O
R

'S

外はサクッと中はしっとり。甘辛い味がしみ込んだ「サトイモの揚げ
煮」おいしかったです。写真は照りを表現したくて、光の当て方を

試行錯誤。広報誌では風景や人物、料理写真などいろいろなジャンル
を撮影しないといけないため日々勉強。写真は奥が深いですね（美坂）

国分で育った私でも薩摩義士を知ったのは就職してから。山ヶ野金山
を知ったのは合併してから。歴史は難しいと思っていましたが、今

回取材した方はただの歴史好きではなく、先人を敬う心や古里を愛す
る心であふれていました。皆さんも足元の歴史から始めませんか（上野）

広報に異動して最も気掛かりだったＫＫＢふるさとＣＭ。空港ビル
やきりしま創造舞台、そのほか多くの皆さんのおかげで無事に完

成。30分以上も踊り続け、汗だくで回転を決めたアヒル隊長のダンスは
すごかった。ＣＭは30秒。ダンスシーンはわずか3秒。ごめん（上小園）

国立公園コーナーに出演したアメリカ人のアレックスさん。昔柳川
に住んでいて博多弁が上手。荷物は風呂敷包みで、思わず日本

人とロケしている錯覚がしましたが、持参したおにぎりの具はなんとス
テーキとレーズン。国際交流にも「新しきを知る」ところがあります（川床）

霧島市ホームページ

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

前
か
ら
演
じ
る
こ
と
が
好
き
で
、

機
会
が
あ
れ
ば
挑
戦
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、

知
り
合
い
か
ら
「
き
り
し
ま
創
造

舞
台
」
と
い
う
団
体
が
市
民
参
加

型
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
し
て
い
る

と
聞
き
、
す
ぐ
に
母
に
お
願
い
し

て
、
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
受
け
さ

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

合
格
の
発
表
を
聞
い
た
と
き
は
、

飛
び
上
が
る
ぐ
ら
い
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。
４
月
か
ら
は
部
活
に
勉

強
に
習
い
事
、
そ
し
て
週
３
回
の

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
練
習
と
忙
し
い

日
々
を
送
り
ま
し
た
が
、
好
き
な

こ
と
が
で
き
る
喜
び
が
大
き
く
、

と
て
も
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま

し
た
。

練
習
は
と
て
も
厳
し
か
っ
た
で

す
。
そ
ん
な
時
に
支
え
に
な
っ
た

の
が
一
緒
に
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
出

る
メ
ン
バ
ー
で
す
。
み
ん
な
で
励

ま
し
あ
っ
た
り
、
教
え
合
っ
た
り

し
て
、
毎
日
が
か
け
が
え
の
な
い

日
々
で
し
た
。
み
ん
な
で
汗
を
流

し
て
頑
張
っ
た
日
々
は
、
忘
れ
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

本
番
で
は
、
初
日
に
戦
国
時
代

の
少
女
役
で
出
演
し
ま
し
た
。
も

ち
ろ
ん
こ
ん
な
大
き
な
舞
台
で
演

じ
る
の
は
初
め
て
だ
っ
た
の
で
と

て
も
緊
張
し
ま
し
た
が
、
み
ん
な

と
思
い
を
一
つ
に
し
て
、
練
習
の

と
き
よ
り
も
い
い
演
技
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
で
、
観
客
の
皆
さ

ん
か
ら
大
き
な
拍
手
や
歓
声
を
い

た
だ
き
、
思
わ
ず
涙
が
あ
ふ
れ
て

き
て
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
友

達
も
た
く
さ
ん
来
て
く
れ
て
い
て
、

あ
の
感
動
は
私
の
一
生
の
宝
物
で

す
。私

が
こ
う
し
て
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

に
参
加
で
き
た
の
は
家
族
の
お
か

げ
で
す
。
特
に
母
は
仕
事
も
忙
し

い
の
に
、
練
習
の
時
に
は
隼
人
や

国
分
ま
で
い
つ
も
送
迎
し
て
く
れ

ま
し
た
。
家
族
の
支
え
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
挑
戦

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
を
支
え
て
く
れ
た
家
族
に

「
あ
り
が
と
う
」。
一
緒
に
毎
日
練

習
し
、励
ま
し
あ
っ
た
仲
間
に「
あ

り
が
と
う
」。
そ
し
て
台
風
の
心

配
の
あ
る
中
、
会
場
ま
で
来
て
く

だ
さ
っ
た
観
客
の
皆
さ
ん
に
「
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
い

う
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

来
年
は
11
月
に
国
民
文
化
祭
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

は
霧
島
市
で
開
催
さ
れ
る
７
つ
の

事
業
の
中
の
一
つ
。
ス
ト
ー
リ
ー

Profile

ミュージカルで得た宝物
◎原田  光紗

私
は
今
年
「
き
り
し
ま
創
造
舞

台
」
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
挑
戦
し

ま
し
た
。
８
月
９
日
と
10
日
に
は

霧
島
市
民
会
館
で
本
番
が
行
わ
れ
、

満
員
の
観
客
の
前
で
初
舞
台
を
踏

も
変
わ
っ
て
、
ま
た
上
演
さ
れ
ま

す
。ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
は
人
の
心
を
変

え
て
く
れ
ま
す
。
自
分
を
表
現
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
い
ろ
い
ろ

な
人
と
の
出
会
い
も
あ
り
ま
す
。

今
回
初
め
て
参
加
し
て
、
た
く
さ

ん
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
魅
力
を
肌

で
感
じ
ま
し
た
。

来
年
も
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
体
感
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
き
っ
と
毎
日
が
、
今

ま
で
以
上
に
楽
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◎�「広報きりしま」にお便りをくださった方の中から薩摩屋より「お食事券（2,000円分）」を８人の方にプレゼント。応募締め切りは
10月24日（金）当日消印有効です。※当選の発表は、商品の発送を持ってかえさせていただきます。

牧園町和気公園の下にある斜面にたくさ
んのヒガンバナが咲いていました。その中
に１本だけ、ほかより存在感のある花を
発見。その周りを１匹のチョウが、秋の
訪れを喜ぶかのように舞っていました。こ
のヒガンバナに止まろうとする瞬間を撮り
たくて、花にピントを合わせて待機。しか
し、私の思いをあざ笑うかのように自由に
飛び回るチョウ。「来い」と念じながら待つこ
と15分、ようやく願いが通じました。やはり
自然相手の撮影は難しいですね（美坂）

秋の舞（牧園町中津川）
９月23日  午前９時30分

【撮影データ】

デジタルカメラ　レンズ70 ～ 200㎜
F2.8　1/400s　 F3.2　 ISO100

今月の表紙

はらだ　てれさ（14）

隼人中学校２年、演劇好きの母
の影響で小学生のころから演劇
に興味を持つ。今回がミュージ
カル初挑戦。学校では陸上部に
所属し短距離が専門。特技は小
学生から習っているピアノ。歌
うことが好きで、「いつかまた舞
台に立ちたい」と話す。

霧島フィルハーモニーオーケストラ団員募集
霧島フィルハーモニーオーケストラは霧島市を中心に活動している市

民オーケストラです。みんなで楽しく音楽を作り上げていくことを目標
に団員36人で活動しています。

【募集楽器】
◦弦 楽 器＝バイオリン、ビオラ、チェロ、コントラバス
◦管打楽器＝ファゴット、ホルン、トランペット、パーカッション

問＝右田  ☎090（1363）7547

若者掲示板サークルや地域おこしグ

ループなど活動紹介や会員

募集を掲載しています。

【練習日時】毎週日曜日、18：00 〜 20：00
【練習場所】龍桜高校（旧加治木女子高校）の音楽室

※�若者掲示板でサークルや地域おこしグループの活動紹介や会員募集をしませんか。秘書広報課広報
広聴グループ☎（64）0955 までご連絡ください。

霧島フィル 検索

溶岩焼
霧 島 本 店	 鹿児島県霧島市国分広瀬２-20-51   ＴＥＬ0995-47-4999
国分中央店	 鹿児島県霧島市国分中央３-10-22 中村ビル２F   ＴＥＬ0995-56-5800
新 宿 店	 東京都新宿区新宿５-11-13 新宿富士ビル２階  ＴＥＬ・℻03-5379-8929
沼 袋 店	 東京都中野区沼袋４-31-1  ＴＥＬ03-3388-2900

霧島本店

※中とじの地元応援クーポンもご利用ください。

市の情報をタイムリーに
お知らせします。

霧島市公式ツイッター

市ホームページまたは携帯
サイトをご覧いただけます。
ご利用の携帯電話や読み取
りアプリによって表示され
る内容が異なります。
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